
令和７年度防府市社会福祉事業団事業報告 

 

Ⅰ．役員等就任状況 

１．理事・監事状況 （任期：選任後２年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで）  

年 月 日 氏   名 役職名 事項 備   考 

令和７年 ４月 １日 森 重  豊 理 事 長 就任 
選任後２年以内に終了する会計年度のうち最終のもの

（令和６年度）に関する定時評議員会の終結の時まで 

  〃 島 田 文 也 常務理事 〃   〃 

  〃 石 田 和 雄 理 事 〃   〃 

  〃 長 尾 隆 治 〃 〃   〃 

  〃 山 本 一 成 〃 〃   〃 

  〃 山 崎  元 〃   〃   〃 

  〃 藤 井 一 郎 〃   〃   〃 

  〃 石 丸 時 江 〃 〃   〃 

  〃 中 村 信 也 監 事 〃   〃 

  〃 國 澤  明 〃 〃   〃 

令和７年 ６月２６日 森 重  豊 理 事 長 就任 
選任後２年以内に終了する会計年度のうち最終のもの

（令和８年度）に関する定時評議員会の終結の時まで 

  〃 島 田 文 也 常務理事 〃   〃 

  〃 石 田 和 雄 理 事 〃   〃 

  〃 長 尾 隆 治 〃 〃   〃 

  〃 山 本 一 成 〃 〃   〃 

  〃 山 崎  元 〃 〃   〃 

  〃 藤 井 一 郎 〃 〃   〃 

  〃 石 丸 時 江 〃 〃   〃 

  〃 中 村 信 也 監 事 〃   〃 

  〃 國 澤  明 〃 〃   〃 

令和７年１１月３０日 山 崎  元 理 事 退任  

令和７年１２月２５日 髙 橋  実 理 事 就任 任期（前任者の残任期間） 

令和８年 ３月３１日 森 重  豊 理 事 長 退任  

  〃 島 田 文 也 常務理事 〃  

  〃 國 澤  明 監 事 〃  



２．評議員状況 

任 期：選任後４年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで） 

年 月 日 氏   名 役職名 事項 備   考 

令和７年 ４月 １日 松 田 啓 示 評議員 就任 
選任後４年以内に終了する会計年度のうち最終のもの(令

和６年度)に関する定時評議員会の終結の時まで 

〃 松 田 和 彦 〃 〃 〃 

〃 藤 本 尚 志 〃 〃 〃 

〃 乾  誠 〃 〃 〃 

〃 熊 野 博 之 〃 〃 〃 

〃 田 村 多 峰 男 〃 〃 〃 

〃 山 本  悟 〃 〃 〃 

〃 倉 員 祥 子 〃 〃 〃 

令和７年 ４月２５日 重 田 英 之 評議員 就任   〃 (前任者の残任期間) 

令和７年 ６月１６日 松 田 啓 示 評議員 就任 
選任後４年以内に終了する会計年度のうち最終のもの(令

和１０年度)に関する定時評議員会の終結の時まで 

〃 松 田 和 彦 〃 〃 〃 

〃 藤 本 尚 志 〃 〃 〃 

〃 乾  誠 〃 〃 〃 

〃 熊 野 博 之 〃 〃 〃 

〃 田 村 多 峰 男 〃 〃 〃 

〃 山 本  悟 〃 〃 〃 

〃 倉 員 祥 子 〃 〃 〃 

  〃 重 田 英 之 〃 〃   〃 

令和８年 ３月３１日 乾  誠 評議員 退任  

  



Ⅱ．議案決議事項 

１．理事会議案決議 

議案 
番号 件      名 決議年月日 

１０ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団評議員の候補者の推薦について 令和７年 ４月２２日 

１１ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団評議員選任・解任委員会の招集について    〃 

１２ 令和６年度社会福祉法人防府市社会福祉事業団事業報告について 令和７年 ６月１１日 

１３ 令和６年度社会福祉法人防府市社会福祉事業団収支決算について   〃 

１４ 令和７年度社会福祉法人防府市社会福祉事業団補正予算について   〃 

１５ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団理事及び監事の候補者の推薦について   〃 

１６ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団評議員の候補者の推薦について   〃 

１７ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団評議員選任・解任委員の選任について   〃 

１８ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団第三者委員の選任について   〃 

１９ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団評議員選任・解任委員会の招集について    〃 

２０ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団理事長の選定について 令和７年 ６月２６日 

２１ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団常務理事の選定について   〃 

２２ 防府市社会福祉事業団ホームヘルパーセンター事業の廃止について   〃 

２３ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団表彰規則による被表彰者の選考について 令和７年 ８月 １日 

２４ 令和７年度社会福祉法人防府市社会福祉事業団補正予算について 令和７年１２月１９日 

２５ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団役員等報酬及び費用弁償規則中改正について    〃 

２６ 防府市社会福祉事業団職員給与規則中改正について   〃 

２７ 防府市社会福祉事業団特別雇用職員給与規則中改正について   〃 

２８ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団理事の候補者の推薦について   〃 

１ 令和７年度社会福祉法人防府市社会福祉事業団補正予算について 令和８年 ３月１８日 

２ 令和８年度社会福祉法人防府市社会福祉事業団事業計画について   〃 

３ 令和８年度社会福祉法人防府市社会福祉事業団予算について   〃 

４ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団主要職員の任命について   〃 

５ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団主要職員の任命について 令和８年 ３月２５日 

６ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団理事及び監事の候補者の推薦について   〃 

  



２．評議員会議案決議 

議案 
番号 件      名 決議年月日 

６ 令和６年度社会福祉法人防府市社会福祉事業団収支決算について 令和７年 ６月２６日 

７ 令和７年度社会福祉法人防府市社会福祉事業団補正予算について   〃 

８ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団理事及び監事の選任について   〃 

９ 令和７年度社会福祉法人防府市社会福祉事業団補正予算について 令和７年１２月２５日 

１０ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団役員等報酬及び費用弁償規則中改正について    〃 

１１ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団理事の選任について   〃 

１ 令和７年度社会福祉法人防府市社会福祉事業団補正予算について 令和８年 ３月２６日 

２ 令和８年度社会福祉法人防府市社会福祉事業団事業計画について   〃 

３ 令和８年度社会福祉法人防府市社会福祉事業団予算について   〃 

４ 社会福祉法人防府市社会福祉事業団理事及び監事の選任について   〃 

 

  



Ⅲ．事務局及び各施設事業実績報告 

昨今、各地域で頻発している自然災害による不測の事態に備え、防災マニュアルの確

認、BCPの見直し等を行い、災害が発生した場合でも安定的・継続的に福祉サービスが

提供されるよう法人及び各施設が連携して体制の構築に努めました。 

令和７年度中の正規職員新規採用者は１名となっております。少子高齢化が進む昨今

において深刻化している人材不足に対して、給与制度や労働環境の適正を図り、選ばれ

る法人を目指しました。職員採用状況は、昨今の人材不足により正規、非正規を問わず

職員の確保には、依然困難を極めている状況が続いています。このため、人事考課制度

に併せて処遇改善手当を導入する等、職員の待遇改善や福利厚生の充実を図りました。

職員の定着への取り組みとして新任職員研修をはじめとする内部研修の充実、各種専

門職研修等外部研修への積極的参加を推進しました。特に利用者支援では、虐待防止の

徹底、常に利用者やその家族の視点に立った支援の提供を目指し、職員一人ひとりが組

織の一員としての自覚を高く持ち、利用者の安心・安全を前提とした質の高い支援サー

ビス向上に取り組みました。また、法人及び施設が「地域共生社会」実現のため、地域

及び関係機関と連携を図り、利用者支援のサービス向上に努めました。 

経営全般では、自立経営のための取り組みとして適時、組織体制の整備や改善を図る

とともに健全な経営基盤の確立のための経営努力を継続しています。 

１．事務局 

法人業務である理事会・評議員会の適正な運営や、実施事業の生産性の向上、業務の

効率化、収益率の向上を図り、施設管理業務の円滑な事業推進に努めました。 

また、地域及び市民から信頼される施設づくりを推進するため、法人内施設、自治体

及び関係機関との連携強化を継続し、研修・会議等の調整を図りました。 

事業団の使命を十分果たせるよう、次の事項に重点をおいて健全経営の推進に努め

ました。 

◎適正な事業運営と経営自立化の推進 

災害や感染症等による不測の事態に備え、防災マニュアルや BCP（業務継続計画）

の見直しを行い、継続的なサービスの提供に努めました。また、経営基盤の構築に向

けて業務適正化や効率化を図るため引き続き特定施設のモニタリングによる事業改

善の実施により、法人及び施設・事業所の経営自立化推進に努めました。 

◎福祉拠点機能の推進と地域貢献 

地域における公的な取り組みのため、引き続き市内の福祉施設・事業所及び自治体

との、連携、調整に努めました。また、防府市社会福祉施設連絡協議会事務局として

協議会の調整や取り組みに努めました。また、地域における子どもの健全な育成の

ために、子どもを対象としたイベントや各種教室等を開催しました。 

◎魅力ある職場づくり 

働きやすい魅力ある職場への取り組みとして職員の年次有給休暇取得の推進をは



じめ育休、産休等雇用制度の活用の実施、夏季休暇の付与や子育て支援等による時

間差勤務を実施しました。また、雇用形態別の業務内容や業務量の適正化の推進を

継続し、職員の職場環境の改善及び事業の円滑な運営に努めました。 

◎事業団施設の連携した取り組み 

法人内の連携による共通課題の抽出及び課題解決に積極的に取り組みました。特に、

個別の課題や問題については、状況等情報の共有に努め迅速に対応しました。また、

人的共有については、専門職による業務援助や緊急時の職員派遣の調整に努め効率

かつ安定的な組織運営に取り組みました。地域生活支援では、施設の資源や機能を

活用することでセーフティネット機能の役割を果たし経営の安定と充実を図り利用

者の支援向上に努めました。 

◎関係機関との連携 

福祉･保健･医療の関係機関や行政と連携を図り、地域に開かれた施設として、各種

会議に参加し地域福祉活動への取り組みを通して地域福祉の充実に努めました。ま

た、保護者との連携強化を継続して推進し、利用者・保護者からの苦情・要望に対し、

自治体お及び関係機関と連携し、改善を図ることで安心できる施設づくりの推進を

継続しました。 

◎人材育成・定着、専門性の向上 

施設内研修の推進、外部の専門職研修への参加を調整し、職員一人ひとりの専門性

の向上を図り、より利用者の立場に立った支援に繋げられるように努めました。また、

やりがいを持って働き続けられるようスキルアップやキャリアアップのできる職場

環境を構築して、その人材の定着を図りました。 

 

  



施設名 防府市愛光園 

 

主な実施事業 

 生活介護 

 就労継続支援 B 型 

就労移行支援 

 

１ 事業実施状況(総括) 

新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行後も、新型コロナウイルス、インフルエン

ザ等の感染が見られる中、園内において数名のインフルエンザ感染者が見られましたが、クラ

スターが発生することも、休園することもありませんでした。引き続き、感染予防には注視し

つつ通常の行事等も再開してまいりました。また、人材確保が困難となり、事業運営を取り巻

く環境は、一層厳しさを増しています。今年度、定員・送迎の見直しを行いました。こうした

状況下において、就労では新たな取引先の開拓など情勢の変化に対応できるように努めてまい

りました。また、生活介護では、感染対策の徹底を図り、日々の生活の充実を意識しながら支

援に取り組んでまいりました。 

２ 事業別実施状況(実施内容・成果・評価) 

① 生活介護事業 

利用者に、潤いのある時を過ごしていただくよう、レクリエーション、創作活動の他に、

散歩、ストレッチ及び生産活動などを実施しました。特に、日常生活を過ごす上で、必要と

される身体機能の維持・向上に努めるため、利用者のニーズを確認してストレッチや散歩の

機会を増やし、積極的に身体を動かしていただきました。また、希望される方のシャワー浴

を行うなど、日常生活に必要な支援を提供しました。引き続き、理学療法士による指導やス

トレッチ体操でのアドバイスを生かし、日々の活動に簡単な運動を取り入れ、生活動作の改

善などを図りました。 

今年度から定員を 12 名から 7 名に変更しました。7 名の定員に対し年度当初の在籍者は、

前年度末から変化なく 14 名で、年度内に利用契約開始・契約終了者は無く年度末現在での

契約者数は 14 名となりました。平均利用者数は 6.36 名（昨年度 7.51 名）となっておりま

す。 

② 就労継続支援 B型事業 

通所による福祉的就労や生産活動の機会とより自立した日常生活を営むことができるよ

う就労能力や工賃の向上を目指した支援の提供を行いました。 

園芸及び陶芸の自主生産品の生産・販売を行いました。園芸においては、農福連携事業によ

り、ＪＡの技術指導を受け、直売所での販売をすることで、売上がさらに向上しました。陶

芸においては陶芸家による指導などにより、よりよい製品作りを目指しました。また、総合

支援学校の実習を積極的に受け入れ、将来の利用者増につながるよう努めました。 

毎月末は、クラブ活動を行い、利用者の皆様は楽しんでおられ、生活の潤いとなっていま



す。また、6 月に開催された山口県知的障害関係親善球技大会において卓球個人の部・ボッ

チャの部に出場し、卓球個人の部・優勝、ボッチャの部・優勝・準優勝しました。引き続き

10月に鳥取県で開催された中国地区知的障害関係親善球技大会に出場し、ボッチャの部・優

勝・準優勝しました。 

今年度から定員を 42名から 27名に変更しました。27名の定員に対し年度当初の在籍者は

前年度末の 43名から 3名減の 40名でした。年度途中に 1名の利用者が契約終了となり、年

度末現在での契約者数は 39名となりました。平均利用者数は 30.7名（昨年度 32.92名）と

なっております。平均工賃額は、前年度の 19,070円から 18,776円となりました。 

③ 就労移行支援事業 

令和 7年度は、6名の定員に対し利用はありませんでした。一般就労に向けた就労移行プ

ログラムを実施し登園の習慣と仕事をするという意欲を高めるための支援を行う体制を整

備しました。また、今後の支援につなげるためにも、支援学校との積極的な連携に努めま

した。 

３ 取り組み報告  

① 人権擁護の徹底 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

人権尊重と虐待防止の意

識の徹底 

・人権侵害に関する自己チェック

の実施 

・虐待防止の自己チェックの実施 

・虐待防止マニュアルの周知徹底 

・虐待防止検討委員会の開催 

・利用者満足度調査の実践 

・外部研修への職員の派遣 

・虐待防止・権利擁護研修の実施 

・身体拘束適正化のための指針の

運用 

・身体拘束排除マニュアルの周知

徹底 

・身体拘束等の適正化への研修の

実施 

・人権侵害、虐待防止に関する自己チェックを、6

月、9 月、3 月に実施した 

・虐待防止研修を、1 月に実施した 

・虐待防止に関する指針を作成し、虐待防止マニュ

アルを改訂し、それに沿った支援を行った 

・人権侵害ゼロへの誓い宣言書及び倫理綱領の読

み合わせを実施した 

・利用者満足度調査を 1 月に行い、その結果も踏

まえて、虐待防止委員会を開催した 

・障害者虐待防止・権利擁護研修を受講し、その受

講後に職員への伝達研修を行った 

苦情・相談への適切な対

応 

・苦情の受付、受付箱の設置 

・アンケートの受付・実施・報告 

・苦情解決委員会の開催 

・解決が難しい場合は第三者委員

への報告及び判断を仰ぐ 

・受付箱を設置するなど随時受付を行い、利用者や

保護者からの細かな要望については、随時対応し

た 

・苦情受付に関する用紙を利用者に配布し、記入・

提出してもらい、要望については随時、支援に取り

入れた 

・苦情解決委員会は、2 月に開催した 

・第三者委員への報告が必要な事案はなかった 

障害者差別解消法への対 ・職場研修の実施 ・職員会議に合わせて「障害のある人もない人も共



② 支援・サービスの向上 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

安心・安全な支援の提供 ・リスクマネジメントの実施 

・ヒヤリハットの検証と事故につ

ながる原因の改善 

・感染症の研修 

・個人情報管理の徹底 

・事故報告の事例を検証し、再発防止に努めた 

・細かな点については、就労支援会議及び生活支援

会議でケース検討を行い、支援内容を検討し反映

した 

・5 月、8 月に感染症予防研修、6 月 9 月に熱中症

対策研修を行った 

・ケース記録などの記録開示請求はなかった 

支援技術の向上 ・職場研修の実施 

・外部研修への職員派遣 

・就労支援会議、生活支援会議に合わせて実施し

た 

・県知的障害者福祉協会研修、防府市地域総合支援

協議会研修などの研修に参加した 

提供サービスの点検 ・サービスの自己評価の実施 

・利用者満足度調査の実施 

・サービスの自己評価については、実施を検討して

いる 

・利用者満足度調査を 2 月に実施し、内容を検討

して、支援に組み込んだ 

生活環境の充実 ・施設内外の環境整備の実施 ・施設内外の環境整備を重点場所の設定を変え実

施（1 回/月）し、10 月に保護者の協力により周辺

整備を行った 

創意工夫による業務の改

善 

・業務改善活動 

・職員提案制度の導入 

・就労支援会議・生活支援会議・職員会議に合わせ

て随時行った 

地域と利用者の交流促進 ・地域行事への参加 

・地域小中学校との交流 

・新型コロナウイルス感染防止対策の影響もあり、

地域行事への利用者の参加はなかったが、園とし

て地域の行事等へ参加して交流を行った 

セーフティネット機能の

推進 

・退園者の動向把握と必要に応じ

たサービスの調整 

・相談支援事業所と通じた情報収

集と他機関と連携した支援 

・退園者の動向については、相談支援事業所と情報

共有し、できる限り把握に努めた 

・相談支援事業所と連携し利用希望者の見学など

を受けた 

地域生活支援 ・関係機関と連携し、個別支援計画

に基づいて地域移行等を進める 

・就労後の職場定着のための支援 

・関係機関と連携し、個別支援計画に基づいて、地

域移行等に対応した 

・就労後の職場定着のための支援はなかった 

個人情報保護の徹底 ・職員倫理綱領及び情報公開規程 ・毎月、職員倫理綱領の確認を行った 

応 ・外部研修への職員派遣 に暮らしやすい山口県づくり条例」の周知を行っ

た 

利用者の財産の適正な管

理と権利の行使 

・管理方法の確認と適切な行使の

徹底 

・成年後見制度の紹介を行った 



の徹底 

③ 施設機能の地域提供 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

社会資源としての地域提

供 

・地域小中学校での研修会への講

師派遣 

・市内福祉作業所一斉見学会に参加し施設状況を

提供した 

ライフステージに対応し

たサービス調整 

・支援提供者との連絡会議 

・施設見学 

・支援学校等の実習受け入れ 

・防府総合支援学校の進路懇談会に参加した（6月） 

・YIC 通信課程学生施設見学（5/14） 

・第 1 回市内福祉作業所一斉見学会（7/24） 

・第 2 回市内福祉作業所一斉見学会（12/5） 

・山口県立大学生施設見学（2/24） 

・山口県立大学生施設見学（3/9） 

・防府総合支援学校高等部実習生受入（11/10～14） 

・防府総合支援学校高等部実習生受入（12/1～5） 

・防府総合支援学校高等部実習生受入（1/14） 

・防府総合支援学校高等部実習生受入（1/21・23・

28・30） 

・防府総合支援学校高等部進路相談（2/17） 

多様な福祉サービス事業

の提供 

・利用者の意向を尊重した福祉サ

ービスの提供 

・就労の実施及び振り返りを通じて幅広い支援の

提供に努めた 

④ 地域とのコミュニケーション 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

地域への情報発信と協力 ・園だよりの発行 

・ホームページ記事の掲載 

・地域とのイベントの実施 

・園だよりを毎週金曜日に発行し、保護者様への情

報提供を行った 

・記事の更新はなかった 

・地元郵便局で陶芸品の委託販売を予定している 

・まりふ福祉まつり、市総合福祉大会、支援学校、

地区盆踊り、国分寺、市福祉棟物販でバザーに参加

した 

参画・政策提言 ・防府市総合支援協議会への参加 ・防府市地域総合支援協議会の就労支援部会、研修

部会に参加した 

地域貢献活動の推進  ・まつりの実施への検討 

・地域行事へのバザー出店 

・本年度は実施できなかった 

・地区盆踊り、国分寺で実施のバザーに参加 

⑤ 人材の確保・人材の育成 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

人材育成のための関係機

関との連携 

・社会福祉士、保育士養成校からの

実習生受け入れ 

・本年度はなかった 

 



・介護棟体験の実習生受け入れ 

職員の育成 ・個別人材育成計画に基づいた研

修の実施 

・職場内研修の実施 

・事業団として、新任研修を行った 

・就労支援会議、生活支援会議に合わせて実施し、

園長が制度や支援について話をした 

教育研修の充実 ・外部研修への積極的参加 

・理解度に応じた再研修の実施 

・福祉協会、福祉研修センター、市地域総合支援協

議会他の研修に参加し、引き続きサービス管理責

任者研修（実践研修）に参加 

・福祉職員キャリアパス対応生涯研修に参加した 

・理解度に応じた資料の提供を行った 

⑥ 魅力ある職場づくり 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

ワークライフバランスへ

の配慮 

・年次有給休暇の取得促進 

・夏季休暇の 100％取得 

・年次有給休暇の自由取得を呼びかけ、取得の推進

を図った 

・夏季休暇は、盆休みを実施するなどして、100％

取得した 

自己啓発の促進 ・資格取得の推奨 

・自己啓発研修参加への勤務配慮 

・資格取得の呼びかけをした 

・自主的な研修参加への相談があった場合は、勤務

への配慮を行うことを伝えた 

風通しのよい職場づくり ・役付き職員による計画的な面談

等の実施 

・他事業所との勤務連携 

・役付き職員による職員へのヒアリングを実施し

た 

・防府市大平園、防府市なかよし園との情報共有に

努めています。 

職員体制・連携強化への

取り組み 

・業務を精査し必要なところに職

員を重点的に配置 

・職員の担当業務などを精査し、業務分担の変更な

どを図った 

⑦ 経営基盤の安定・強化 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

経営改善のための取り組

み 

・経費削減への取組 

・支援学校の実習生や見学者の受

け入れによる契約者の増加 

・ニーズと利用率の上昇 

・加算の精査による収入の増加 

・経費の必要性を検討し、倹約に努めた 

・防府総合支援学校からの実習生を積極的に受け

入れた 

・生活介護において、プログラムの見える化を図

り、利用者に提示することで、利用率の増加を目指

し、新たな利用者の獲得にもつながるよう取り組

みをした 

・休日開所を実施し、利用者数の増加に努めた 

経営意識の醸成 ・経営分析の実施 

・会議で利用状況、収支報告の情報

の共有 

・収支の検討を行い、収入が減少している状態を共

有し、利用率の向上や新たな利用者と契約する必

要があることを、職員それぞれが意識した 



予算管理の徹底  ・収入と支出の管理 

・就労会計における収入と支出の

精査による工賃向上 

・収入および支出について、適切に管理した 

・各作業ごとの収入と支出の精査を行った 

⑧ コンプライアンスの徹底 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

コンプライアンスの推進 ・コンプライアンスについての意

識付けを図る 

・就労支援会議、生活支援会議、職員会議に合わせ

て、意識付けを行った 

労務管理の徹底 ・業務手順での事務処理対応時間

の明示 

・業務手順を精査し、事務処理対応の効率化を目指

した 

⑨ 防災・防犯対策の強化 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

定期の防災訓練、防犯訓

練実施 

・避難訓練の実施（1 回/月） 

・2 次災害を想定した避難訓練 

・防犯訓練の実施 

・防犯に係る安全確保のための施

設設備面の方策を講じる 

・避難訓練を計画通り（1 回/月）に実施した 

・2 次災害を想定したシミュレーションを行った 

・防犯用具の確認、整備を行い、生活介護棟での用

具や避難経路の確認を行った 

災害協力・安全協力体制

の推進と整備 

・合同防災訓練の実施 

・地域防災組織との連携強化 

・地域との協同による防犯意識の

醸成 

・防府市愛光園・防府市なかよし園合同の防災訓練

を実施した 

・土砂災害情報伝達訓練を実施した 

・情報の共有に努めた 

⑩ その他 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

定期の防災訓練、防犯訓

練実施 

・事業継続計画（ＢＣＰ）の検証 ・事業継続計画（ＢＣＰ）の読み合わせを行った 

４ 利用状況 ※月単位及び年度で集計 

 

①利用者月別在籍状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

生活介護(7) 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 168

就労継続Ｂ(27) 40 40 40 40 40 39 39 39 39 39 39 39 473

就労移行(6) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計(40) 54 54 54 54 54 53 53 53 53 53 53 53 641

21 21 22 22 17 20 22 18 20 19 18 21 241

生活介護(7) 145 139 139 137 108 123 151 117 117 124 98 135 1,533

就労継続Ｂ(27) 667 637 679 701 533 626 690 532 603 568 521 642 7,399

就労移行(6) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計(40) 812 776 818 838 641 749 841 649 720 692 619 777 8,932

利
用
延
べ
人
数

（単位　人・日）

月

初
日
在
籍

開所日数



５ 主な事業の利用率 

事 業 名 定員(人) 利用延べ人数(人) 利用率(％) 備   考 

生活介護 7 1,533 90.9 前年度比：82.6％ 

就労継続 B型 27 7,399 113.7 前年度比：91.0％ 

就労移行 6 0 0 前年度比：0.0％ 

６ 実施行事及び参加行事     

実施日 実施・参加行事 参加人数(人) 備   考 

4/1 花 見 34  

5/24 防府市障害者体育大会 15 休日開所 

6/15 ナイスハートふれあいのスポーツ広場 22 休日開所 

6/18 ボウリング招待 34  

6/20 山口県知的障害関係親善球技大会 19  

7/31 交通安全教室 39  

9/6 防府市総合社会福祉大会バザー 1  

9/20 まりふ福祉まつりバザー 2  

10/4 中国地区知的障害関係施設親善球技大会 5 休日開所 

10/25 ライオンズクラブ招待 25 休日開所 

11/18 保護者会主催バス旅行（柳井方面） 31 （保護者 21 名参加） 

1/9 どんど焼き 32  

3/13 給食外注業者によるぶりの解体ショー 41 （保護者 17 名参加） 

７ 地域貢献活動、職員研修等について 

牟礼郵便局での干支土鈴の委託販売や地区祭り・市総合福祉大会・支援学校・地区盆踊り・

すごいぞ防府秋のイベント、市福祉棟物販等のバザーに参加し、当園を地域の方に知ってい

ただけるよう努めました。 

 研修については、内容を検討して積極的に参加しました。 

（職員研修状況） 

 ・日本知的障害者福祉協会中国地区施設長会議（4/17～18佐伯） 

・山口県知的障害者福祉協会施設長会議（4/25佐伯） 

・感染防止研修（5/20） 

・防府市地域総合支援協議会研修部会（5/9内田） 



・熱中症対策研修（6/25） 

・防府市地域総合支援協議会就労支援部会（6/16稗田） 

・ゆめの里見学会（6/24佐伯、内田） 

・山口県障害福祉サービス協議会研修会「求められる支援と個別支援計画（6/26～27稗田） 

・事業団生産向上委員会（7/2  稗田） 

・山口県社会就労事業振興センター農福連携作業の見学会（7/15  佐伯） 

・防府市地域総合支援協議会研修部会（7/25  藤井） 

 ・防府市地域総合支援協議会就労支援部会（8/4稗田） 

・感染防止研修（8/18） 

 ・福祉研修センター障害者福祉施設中堅職員研修（8/21松富） 

 ・福祉研修センターソーシャルワーク研修（8/28～29福田） 

 ・熱中症対策研修（9/1） 

 ・福祉研修センターカウンセリング研修（9/4～5藤井） 

・山口県知的障害者福祉協会施設長会議（9/5佐伯） 

・防府市地域総合支援協議会研修部会（9/12藤井） 

 ・防府市地域総合支援協議会事例検討会（9/12稗田、松永、松富、木原、藤井） 

 ・山口県知的障害者福祉協会日中支援活動支援部会（10/3木原） 

 ・県特定給食施設研修（10/7福田） 

 ・防府市地域総合支援協議会就労支援部会（10/15稗田） 

 ・山口県社会就労事業振興センター情報提供体制構築等業務研修会（10/29佐伯） 

 ・福祉研修センターメンタルマネジメント研修（11/5平田） 

 ・山口県知的障害者福祉協会管理運営部会研修（11/13福田） 

 ・福祉研修センター職場研修担当研修（11/20～21松永） 

 ・防府市地域総合支援協議会研修部会（11/27藤井） 

 ・防府市地域総合支援協議会研修部会研修（12/5稗田、藤井、松富） 

 ・虐待防止研修（1/14） 

 ・感染防止（嘔吐物）研修（1/28） 

 ・山口県知的障害者福祉協会就労選択支援研修（1/20佐伯） 

 ・山口県福祉サービス運営適正委員会福祉サービス苦情解決制度研修会（2/2佐伯） 

 ・山口県社会就労事業振興センター農福連携マッチング支援事業研修会（2/4佐伯） 

 ・防府市地域総合支援協議会事例検討会（2/6稗田、木原、藤井、松永、松富） 

 ・防府市地域総合支援協議会就労選択支援ワーキンググループ（2/12佐伯） 

 ・山口県知的障害者福祉協会支援スタッフ部会研修会（2/13藤井） 

 ・とれたて満菜出荷者学習会（2/19佐伯） 

 ・防府市地域総合支援協議会就労支援部会（2/24稗田） 

 ・山口県社会就労事業振興センター農福連携マッチング他業種座談会（3/6稗田） 

 ・防府市地域総合支援協議会研修部会（3/13藤井） 

 



施設名 防府市大平園 

 

主な実施事業 

生活介護 

施設入所支援 

短期入所支援 

日中一時支援 

 

１ 事業実施状況(総括) 

 個別支援計画に沿って、日常生活全般にわたる支援を実施しました。季節の行事、園内外で

の余暇生活、食環境の充実も意識し、生活の質の維持、向上に努めました。短期入所や日中一

時支援の利用者も含め、日々の生活がより快適になるよう努めました。 

２ 事業別実施状況(実施内容・成果・評価) 

①生活介護事業 

 幅広い年齢層の個々の身体状況に合わせ、体力、筋力維持のため、軽運動や園舎周りの歩

行運動などを行いました。余暇生活では、季節の行事や日帰り旅行などを実施し、非日常の

楽しさを感じていただけるよう積極的に取り組みました。 

②施設入所支援事業 

 管理栄養士による食の管理、看護師による体調管理、支援員による生活空間の整備を徹底

し、日々の生活が快適なものとなるよう努めました。特に身体維持のために重要な口腔ケア

では、歯科往診にて必要なケアが行われています。また、利用者の高齢化による居室環境の

整備も行いました。 

③短期入所支援事業 

 全体的にレスパイトケアを目的として利用される方が多く見られました。定期的に利用さ

れる方が多く、安心安全に過ごせるよう努めました。 

④日中一時支援事業 

  緊急での受け入れ要請等はありませんでしたが、レスパイトケアのために利用される方も

おられました。 

３ 取り組み報告  

① 人権擁護の徹底 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

人権尊重と虐待防止

の意識の徹底 

・事業団職員倫理綱領及び防府市大平園行動

基準の遵守 

・人権・虐待防止セルフチェック（4 回/年） 

・虐待防止・身体拘束適正化マニュアルの遵

守 

・随時読み合わせを実施し、遵守に努め

た 

・計画通り実施した（4 回/年） 

・虐待防止、身体拘束適正化マニュアル

を周知した 



・虐待防止委員会、身体拘束適正化委員会の

運営 

・感染対策委員会の設置・運営 

・支援計画作成過程などにおいて、合意的配

慮について検討 

・内部研修の実施 

・権利擁護、虐待防止に関する外部研修への

職員参加 

・成年後見制度の利用の推進 

・虐待防止委員会、身体拘束適正化委員

会 7 月、10 月に実施した 

・感染対策委員会を設置した 

・支援計画のモニタリングを実施し、そ

の中で合理的配慮について意識して検

討した 

・感染症対策研修を 6 月、9 月、12 月に

実施した 

・身体拘束研修を 6 月、12 月に実施し

た 

・12 月に外部研修に参加した 

・利用者の状況の変化に合わせ、必要に

応じて制度利用を勧めた 

苦情・相談への適切な

対応 

・利用者ミーティングの実施（1 回/月） 

・テーマを設置して利用者の意見を聴取（1 回

/月） 

・苦情および意見箱の設置 

・苦情についての協議内容及び対策方法につ

いては「利用者朝礼」及び「あいあいミーテ

ィング」において説明 

・「アンケート調査」を実施・報告 

・月末に各棟ミーティングを実施した 

・同月の行事や生活面全般の取り組み、

翌月の行事予定など説明し利用者の意

見を聞いた 

・意見箱の確認を行った（2回/月） 

・計画通りに実施した 

・4 月の意見交換会にて身元引受人に内

容説明を行った 

障害者差別解消法へ

の対応 

・内部研修の実施 

・支援計画、モニタリング自己分析等におい

て、利用者への合理的配慮について検討 

・利用者の障害や特性及び必要な配慮を記し

たフェイスシートを適宜更新 

・外部研修への職員参加 

・1 月、2 月に実施した 

・モニタリング、事故報告等で、利用者

に配慮した改善や変更を行った 

・変更等があれば適宜フェイスシート

を更新した 

・外部研修の実施なし 

利用者の財産の適正

な管理と権利の行使 

・管理方法の確認と快適な行使の徹底 

・金銭管理委託契約書に基づき、貴重品を適

正に管理 

・毎月預かり金の会計報告を作成し、帰省時

に身元引受人の確認 

・利用者の私物購入及び管理については、利

用者の意思を最優先 

・成年後見制度の積極的な活用 

・通帳や印鑑の管理を徹底し、必要時に

支出などの対応を行った 

・貴重品を適正に管理した 

・毎月預かり金の会計報告を作成し、帰

省されないケースについては、ケアプラ

ン承認等で来園された時に報告し確認

した 

・利用者の意思を最優先に管理を行い、 

物品購入の選択希望を尊重し、職員が丁

寧に説明し、利用者が納得してから購入

するよう努めた 



② 支援・サービスの向上 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

安心・安全な支援の提

供 

・ヒヤリハット、事故報告の分析及び支援計

画への取り込み 

・職員行動基準の読み合わせ 

・看護師を中心とした健康管理 

・管理栄養士による栄養ケアマネジメントの

実施 

・防災、防犯について利用者に説明するとと

もに、訓練を実施 

・事故報告書をその都度作成し提出、月

末に取りまとめて報告し再発防止につ

いて検討を行った 

・随時実施した 

・看護職員が利用者の日々の状態把握

に努め、利用者本人からの訴えや職員か

らの報告により、利用者の体調の変化に

対し適切な対応を行った 

・栄養マネジメントを行い、食生活から

利用者の健康の維持に努めるとともに、

個別に食環境を整えることでスムーズ

な食事摂取を実現した 

・6 月に災害時の避難についての説明を

行った 

3 月に防犯訓練を行った 

支援技術の向上 ・外部研修への積極的参加及び報告の徹底 

・利用者の特性に合わせた支援について内部

研修を実施 

・外部研修に積極的に参加し、復命書は

全職員に供覧し周知を図った 

  

提供サービスの点検 ・支援計画及びモニタリング会議の実施（2 回

/年） 

・支援に対する評価をアンケートにより実施

（2 回/年） 

・次年度事業実施要項作成に向け、事業内容

の評価及び検討を 2 月より計画会議として実

施 

・利用者満足度調査の実施（1 回/年） 

・身元引受人による施設の評価（1 回/年） 

・各項目は計画通りに実施した 

・12 月に実施した 

  

生活環境の充実 ・個々の障害に合わせた日常生活用品の検

討・導入 

・身体の状態に合わせ、保護帽、ベッド、車

いすや歩行器などの積極的導入 

・既存のルールに拘わらず、利用者が生活し

やすいよう環境を改善 

・使いやすさを重視した生活用品を購

入した 

・利用者の安全を考慮し、状態にあった

物品を購入した 

・居室の変更も含め、利用者が快適に過

ごせるよう改善した 

・必要に応じて利用についての説明を

行った 



・施設内外の環境整備 ・日々の掃除の徹底と環境整備を行っ

た 

創意工夫による業務

の改善 

・計画会議において、事業実施状況の評価及

び検討を行い、業務効率化のための改善を実

施 

・各棟会議により、現状に即した業務の改善

を図る 

・2 月より計画会議を実施し、業務の反

省・評価を行い、新年度の事業実施要項

に反映した 

・各棟会議を実施し、現状の把握と必要

な支援を検討し、業務の改善を図った 

地域と利用者の交流

促進 

・地域行事への参加 

・一般事業主行動計画の策定及び実施 

・地域連携推進会議の設置運営 

・大平園まつりに、自治会も参加 

・該当職員がないため策定なし 

・地域連携推進会議を 10 月に開催した 

セーフティネット機

能の推進 

・短期入所支援及び日中一時支援を実施 

・地域生活支援拠点等事業所として登録し、

緊急な利用ニーズに対して柔軟な対応を行う 

・短期入所、日中一時支援を受け入れた 

・緊急利用はなかった 

地域生活支援 ・短期入所支援及び日中一時支援を実施 

・地域生活移行希望者には、関係機関と連携

して調整 

・在宅生活が難しくなった方など短期

入所で受け入れたが、レスパイトケアを

目的とした短期入所や日中一時の利用

が見られた 

個人情報保護の徹底 ・職員行動基準の読み合わせ 

・事業団倫理綱領の確認 

・個人情報の取り扱いに関する同意書と管理

の徹底 

・読み合わせを随時行った 

・4 月に実施した 

・個人情報の開示については“個人情報

の取り扱いに関する同意書”に沿うこと

の確認をした 

③ 施設機能の地域提供 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

社会資源としての地

域提供 

・地域への公益的取り組みの検討 

・一般事業主行動計画の策定及び実施 

・計画の算定が出来なかった 

・該当者ないため策定できなかった 

ライフステージに対

応したサービス調整 

・日中一時支援による児童の受け入れ 

・在宅障害者への入所年齢制限（65 歳）の情

報提供 

・受け入れ要請はなかった 

・情報を提供した 

多様な福祉サービス

事業の提供 

・地域生活支援拠点等事業所への登録 

・実習の受け入れ 

・登録をした 

・社会福祉士養成課程の実習生を受け

入れた 

④ 地域とのコミュニケーション 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

地域への情報発信と

協力 

・ホームページの有効活用 

・地域連携推進会議の設置運営 

・施設情報について発信した 

・地域連携推進会議を設置した 



参画・政策提言 ・防府市総合支援協議会への参加 ・防府市総合支援協議会研修会に参加

した 

地域貢献活動の推進  ・地域の行事への共催など積極的参画 

・施設周辺の清掃（草刈り・溝掃除等） 

・大平園まつりを開催した 

・施設周辺の草刈り、溝掃除等を行った 

⑤ 人材の確保・人材の育成 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

人材育成のための関

係機関との連携 

・実習の随時受け入れ ・社会福祉士養成課程の実習を受け入

れた 

職員の育成 ・各種研修の実施 

・支援計画及びモニタリング会議を通し、利

用者支援を学ぶ 

・各部会（生活、日中活動、ゆとり）に所属

し、所属した部会の活動及び会議に参画する

ことで、活動の運営方法などを学ぶ 

・行事の企画及び実施への参画 

・職員へのモニタリング（面談）の実施 

・積極的に研修に出席した 

・それぞれの会議で個別支援計画につ

いて意見交換を行った 

・各部会の活動に積極的に取り組んだ 

・園内外での行事を企画、立案すること

で企画力や実行力を身につけた 

教育研修の充実 ・外部研修への参加及び報告の実施 

・内部研修の実施 

・積極的に参加し、その後内部研修で確

認、周知した 

⑥ 魅力ある職場づくり 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

ワークライフバラン

スへの配慮 

・年次有給休暇を取得しやすい環境づくり

（目標取得率 60％） 

・夏季休暇の 100％取得 

・勤務配慮（柔軟な勤務交代など） 

・シフト調整を行っているが、人員不足

の日には取りにくい状況もあった 

・100％取得した 

・業務に支障のないよう柔軟に対応し

た 

自己啓発の促進 ・各資格取得の推奨と協力 ・資格取得希望があった時は勤務に配

慮した 

風通しのよい職場づ

くり 

・実習生の積極的な受け入れ 

 

・ボランティアの受け入れ 

・社会福祉士養成課程の実習を受け入

れた 

・ボランティアの依頼がなかった 

職員体制・連携強化へ

の取り組み 

・他事業所との積極的な連携 

・柔軟な職員配置の検討（早出・遅出） 

・他事業所相談員等との積極的な連携

を図った 

⑦ 経営基盤の安定・強化 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

経営改善のための取

り組み 

・利用率の増加 

・経費削減の取り組み 

・秋ごろから年始にかけて利用者が減

り、その後入所者はなかった 



・生活用品の管理 ・残数の確認と消耗量の把握に努め、生

活用品の管理を行った 

経営意識の醸成 ・終礼等で利用状況及び収支の報告 

・事業計画及び予算書の回覧による情報の共

有 

・利用者数や支援区分変更による報酬

額の変化について説明した 

・回覧後、常時閲覧できるようにした 

予実管理の徹底  ・終礼等で利用状況及び収支の報告 

・予算書及び決算書を回覧し情報の共有 

・各事業の利用状況の説明を行った 

・予算書及び決算書を回覧、その後常時

閲覧できる状態にした 

⑧ コンプライアンスの徹底 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

コンプライアンスの

推進 

・基本的人権を含む利用者主体の考え方 

・事業団理念及び倫理綱領の遵守 

・事業団ハラスメントの防止に関する規程の

周知 

・職員行動基準の順守 

・随時読み合わせを行った 

・随時読み合わせを行った 

・事業実施要項に記載し 4月に確認した 

・随時読み合わせを行った 

労務管理の徹底 ・休憩取得実績の報告 

・時間外勤務申請の事前提出とその報告 

・定時退社できるような業務体制の維持 

・毎月休憩取得実績報告書を提出し、休

憩時間の管理をした 

・事前申請を行ったが、緊急の場合は口

頭による申請を受けた 

・人員不足により、定時退社が難しい状

況があった 

⑨ 防災・防犯対策の強化 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

定期の防災訓練、防犯

訓練実施 

・避難訓練の実施（地震想定を含む） 

・自治体と連動した実働避難訓練（土砂災害）

の実施 

・防犯訓練の実施 

・計画通り実施した（1 回/月） 

・6 月に実施した 

・3 月に実施した（1 回/年） 

災害協力・安全協力体

制の推進と整備 

・防府市愛光園、防府市なかよし園との合同

避難訓練の実施 

・防府市愛光園、防府市なかよし園との合同

防犯訓練の実施 

・合同避難訓練を実施した（1 回/年） 

・実施できなかった（1 回/年） 

⑩ その他 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

事業継続計画（BCP）の

確認 

・事業継続計画（BCP）の確認及び調整 

 ※自然災害対策用及び感染症対策用 

・確認し変更等はなかった 

 



４ 利用状況 ※月単位及び年度で集計 

 

５ 主な事業の利用率 

事 業 名 定員(人) 利用延べ人数(人) 利用率(％) 備   考 

生活介護 40 7,799 72.4％ 前年度比：  96 ％ 

施設入所 40 11,736 80.3％ 前年度比：  97.2％ 

短期入所 4 524 35％ 前年度比：  130 ％ 

日中一時 ― 128 ― 前年度比：  77  ％ 

６ 実施行事及び参加行事     

実施月 実施・参加行事 参加人数(人) 備   考 

4 月 花見 利用者全員 園主催 

5 月 

端午の節句 利用者全員 園主催 

園内のど自慢大会 利用者全員 園主催 

防府市障害者体育大会 希望者  

6 月 

ナイスハート  

ふれあいのスポーツ広場 
希望者  

園内ボウリング大会 利用者全員 園主催 

7 月 七夕 利用者全員 園主催 

9 月 
防府市総合社会福祉大会 希望者 作品出展 

月見の会 利用者全員 園主催 

①利用者月別在籍状況　(入所支援/生活介護：男20　女20)　(短期入所：男2　女2)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

男 19 19 18 17 17 17 17 17 16 17 17 17 208

女 18 18 18 18 18 19 17 18 17 15 15 15 206

計 37 37 36 35 35 34 34 35 33 32 32 32 412

開所日 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365

利用延
べ人数 996 959 955 1,014 1,019 1,008 1,034 1,006 985 895 888 977 11,736

開所日 22 23 22 23 23 22 23 22 23 23 20 23 269

利用延
べ人数 635 658 611 664 690 668 701 686 685 622 565 614 7,799

50 49 51 41 31 38 61 26 28 25 51 73 524

23 10 11 14 8 15 14 10 5 7 4 7 128

短期入所
延べ日数

日中一時支
援延べ日数

（単位　人・日）

月

初
日
在
籍

施
設
入
所

生
活
介
護



9 月 
敬老会 該当利用者  

まりふ福祉まつり 職員  

10 月 

ハロウィン 利用者全員 園主催 

交通安全教室 利用者全員 交通安全協会 

愛とふれあいの集い 利用者全員 防府ライオンズクラブ 

大平園まつり 利用者全員 園主催 

11 月 利用者旅行 利用者全員 園主催 

12 月 クリスマス会 利用者全員 園主催 

1 月 
どんど焼き 利用者全員 園主催 

初詣 利用者全員 園主催 

2 月 
節分 利用者全員 園主催 

バレンタイン 利用者全員 園主催 

3 月 
花見 利用者全員 園主催 

桃の節句 利用者全員 園主催 

７ 地域貢献活動、職員研修等について 

・知的障害者福祉大会 

・メンタルヘルスマネジメント研修 

・障害者差別解消法に係る事業者向け説明会 

・社会福祉士実習指導者フォローアップ研修会 

・看護・保健担当者研修 

・給食担当職員研修 

・特定給食施設等研修 

・強度行動障害支援者養成研修（基礎研修） 

・県総合福祉大会 

・障害者虐待防止権利擁護研修 

・市地域総合支援協議会研修会 

・介護技術講習会 

・福祉サービス苦情解決制度研修会 

・ハラスメント防止研修 

・防府総合支援学校進路懇談会 

・中国地区障害者支援施設部会職員研修会 

・管理運営部会、経理事務研究会 

・カウンセリング（技法）研修 

・サービス管理責任者実践研修 



施設名 防府市身体障害者福祉センター 

 

主な実施事業 
身体障害者福祉センター事業(Ｂ型) 

地域活動支援センター(機能強化事業Ⅱ型) 

 

１ 事業実施状況(総括) 

在宅障害者の方が地域において、日常生活又は社会生活を営むことができるように、機能訓

練や教養講座・創作的活動又は生産活動・スポーツ訓練等の各種講座や教室を実施しすること

で、自立した日常生活や社会参加に向けて支援に努めました。 

⑴日常生活訓練においては、障害の状態や症状に応じて、利用者の個別訓練計画に沿って機能

訓練を実施するとともに、利用者個々の身体の維持向上や日常生活動作等の向上につながる

よう機能訓練支援に努めました。 

①機能訓練事業は、理学療法士及び作業療法士が利用者個々の身体症状や状況の現状を確認

しながら、継続的に機能訓練を行うことで身体機能の維持向上や動作能力・運動機能の改

善及び日常生活動作の自立を支援し、生活の質の向上に努めました。 

②言語訓練は、第３木曜日と第４火曜日の月２回の実施をしました。言語聴覚士による個別

指導で、利用者の発音や発声等の訓練及び、字を書く訓練、絵カードや文字カードを使っ

て言語の理解や表出訓練を行うことでのコミュニケーション能力を高め、言語能力の向上

に努めました。 

⑵社会適応訓練や創作的活動及びスポーツ・レクリェーション等の各種事業を定期的に実施し

て自立した生活や社会参加の促進に努めました。 

⑶市内の施設や障害者団体・福祉関係団体及び松原自治会などの協力で実施した「まりふ福祉

まつり」、介護予防教室や介護技術講習及び子供手話教室等を開催しました。各種行事やイベン

トを行うことで、地域の方々・障害者団体の方々等への情報提供や障害者及び地域住民の交流に

努めました。 

⑷感染症予防対策を行うことで安心安全に利用者が各種事業に参加できるように努めました。 

２ 事業別実施状況(実施内容・成果・評価) 

⑴身体障害者福祉センター(Ｂ型)事業 

在宅障害者が、地域の実情に応じて自立した日常生活や社会生活を営むことができるよ

うに、必要な訓練、教養の向上及びスポーツ、レクリエーション等の各種事業を提供しま

した。機能訓練事業においては、理学療法士、作業療法士相談により利用者の個別訓練計

画を作成して、障害の症状や状態に応じた機能訓練の支援を実施することで、利用者の自

助努力の達成につながるよう支援に努めました。また、社会適応訓練・創作活動訓練・ス

ポーツ訓練等の各種事業の支援提供を行うことで、身体機能の維持や体力強化に努めまし

た。 

 



⑵地域活動支援センター(Ⅱ型機能強化)事業 

就労が困難な障害者等に創作的活動や生産活動の機会の提供を行うことで、自立した生

活や社会との交流の促進を図るとともに、教養講座・スポーツ訓練等の各種サービスや日

中活動の場を提供し、利用者の生きがいとなるよう支援に努めました。 

また、障害者の自立した生活や社会参加の促進に努めるとともに、機能訓練や教養講座・

スポーツ訓練等の各種事業を実施することで、身体の維持向上や日常生活の自立支援、生

活の質の向上となるようにサービス提供を行いました。 

３ 取り組み報告  

① 人権擁護の徹底 

② 支援・サービスの向上 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

安心・安全な支援の提供 ・個々の障害の状態に応じた機

能訓練の提供及びサービスの提

供 

・個別の機能訓練計画に沿って訓練を行い、身

体機能の維持向上に努め、また安心・安全への

配慮や利用者個々の症状や状況に応じた柔軟

な対応を行うことで、自助努力の達成のために

各種訓練やサービス提供を行い支援した 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

人権尊重と虐待防止の意識

の徹底 

・人権侵害に関する自己チェッ

クの実施 

・自己点検シート(チェックリスト)を作成し

て、職員間で共有するとともに、人権侵害や虐

待防止について定期的に周知・確認と情報共有

を行った（2 回/年） 

・虐待防止の自己チェックの実

施 

・職員への虐待防止・権利擁護等

の研修の実施 

・虐待の早期発見、早期対応 

・外部研修の参加により虐待防

止 

・権利擁護の意識づけ 

・虐待防止マニュアルや職員倫理綱領について

職員に周知・確認をすると共に、いろんな情報

等を職員共有することで意識を高めて意思統

一を図った 

苦情・相談への適切な対応 ・苦情・要望等の相談受付箱を設

置し対応 

・第三者委員への報告 

・玄関に苦情受付箱を設置し、定期的に受付箱

を確認し対応したが、直接訴えのある些細な事

については、随時個人的に職員が対応した 

・７年度は、特に苦情受付の投函はない 

障害者差別解消法への対応 ・職場内での研修会の実施 

・外部研修への積極的参加 

・外部研修等への参加はしていないが、会議等

の話し合いの中で各種情報を共通認識として

共有しながら対応した 

利用者の財産の適正な管理

と権利の行使 

・管理方法の確認と適正な行使 ・手持ちバック等は物置場所を設定して保管

し、貴重品等は各自で保管するよう指導した 



・リスクマネジメントの実施 

・ヒヤリハット事例研修の実施 

・職員会議において事例検討を行うことで職員

相互と情報を共有・周知・確認をすることで意

識の向上を図った 

・感染症対策の実施 ・手すりやドアノブ及び訓練器具等の定期的に

消毒を行うと共に、利用者には手消毒と検温を

実施している 

支援技術の向上 ・外部研修への積極的参加 ・参加していない 

・利用者や関係者を対象とした

研修の企画 

・介護技術や介護予防教室等の講習会を通して

職員も参加しスキルアップを図った 

提供サービスの点検 ・サービス評価の実施 ・訓練計画の記録内容を評価し、今後の訓練計

画の内容検討をしたが言語訓練においては、相

談記録を確認して訓練評価を行った 

・利用者満足度調査の実施(1回/

年) 

・1 月～2 月にかけて利用者満足度調査のアン

ケート調査を実施し、結果を踏まえて職員の意

識向上や利用者対応の向上に努めた 

生活環境の充実 ・利用しやすいように、訓練器具

の配置や器具の点検 

・訓練室ワックス清掃時に、利用者の動線を考

えて器具類の配置検討を行い、また、ヘルスト

ロン・マイクロサミーについては、定期点検を

業者に点検委託、その他の訓練用具については

日々点検を行った 

・定期的に環境整備を実施 ・建物周りの清掃は防府市愛光園との委託によ

り実施し、また、センター職員において定期的

に敷地内の清掃や樹木等の剪定を行った 

・地域自治会の依頼もあり河川の清掃作業も実

施した（2 回/年） 

創意工夫による業務の改善 ・訓練環境の整備 

・快適な空間づくり 

・業務内容の検討や見直し 

・職員間で協議し、訓練室が明るく使いやすい

配置、また安心安全に訓練ができる環境になる

ように利用者目線で器具の配置や機器の点検

整備を行った 

地域と利用者の交流促進 ・福祉啓発事業・講習会・行事や

イベント等の開催 

・行事やイベント等への地域自

治会の参画や地域との連携 

・地域行事への参加協力 

・講習会や教室等の開催を定期的に実施した 

・地域住民に講習会や教室等への参加要請や

自治会情報等を共有し連携に努めた 

・地域住民との交流や地域行事への参加をする

ことで、社会福祉に対する理解の向上と地域連

携に努めた 

セーフティネット機能の推

進 

・相談支援事業所や他の関係機

関等との連携 

・敷地内にある保健センターと行事や災害など

で情報共有し連携及び協力体制の構築に努め

た 



地域生活支援 ・他施設及び関係機関との連携

協力 

・センター行事や催しなどを開催する際は、事

業団内施設や障害福祉団体連合会や市内福祉

施設連絡協議会及び行政等と連携・協力して実

施している 

個人情報保護の徹底 ・個人情報管理の徹底 

・職員への周知と意識づけの徹

底 

・会議の中で職員倫理綱領、職員行動基準等を

職員間で確認・共有して周知を徹底に努めた 

③ 施設機能の地域提供 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

社会資源としての地域提供 ・福祉啓発事業の実施及び、行

事、イベント、講習会等の開催 

・介護技術講習会、介護予防教室、点訳講習会

等の開催については感染予防対策を行った上

で、安心安全に配慮して施設利用や提供に努

め、子ども手話教室、障害者・お年寄りの交通

安全教室等についても感染予防対策を実施し

て開催に努めた 

ライフステージに対応した

サービス調整 

・障害者や介護者との連携 ・施設の利用状況や訓練状況についての情報提

供や家庭での状況などの情報収集に努めた 

・事業所や個別での見学は受け入れている 

・他施設等の見学や実習等の受

け入れ 

・9 月から 10 月の間に１８名の防府看護学院

の実習を受け入れた 

多様な福祉サービス事業の

提供 

・施設機能を活用した事業の検

討 

・新たな事業や実施事業の充実はできなかった

が、事業を行う上で安心安全に努めた 

④ 地域とのコミュニケーション 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

地域への情報発信と協力 ・市広報や機関誌に掲載し情報

提供やチラシの配布 

・開催予定の講座・教室等については、市広報・

社協だよりや地域への配布チラシを通して市

民や地域住民に情報提供を行った 

・行事・イベント・月行事、を地

域の公民館への配布 

・センター内に月予定表やセンター情報を置

き、利用者に講座やスポーツ訓練等の各種事業

の啓発を行った 

参画・政策提言 ・各種行事への地域自治会の参

画 

・まりふ福祉まつりの開催にあたっては地域自

治会の参画を得て実施した 

・講習会等の開催や地域の行事についても連携

に努めた 

地域貢献活動の推進  ・地域自治会の活動への参加協

力 

・地域や自治会との連携 



⑤ 人材の確保・人材の育成 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

人材育成のための関係機関

との連携 

・ネットワークの構築 ・事業団施設や市内各施設及び福祉関係機関と

連携を取り情報提供や情報交換を行った 

職員の育成 ・内部研修での行動基準や倫理

綱領の周知徹底 

・マニュアルの再確認と周知徹

底 

・会議の中で職員倫理綱領、職員行動基準を職

員間で確認・共有し、周知徹底と職員の意思統

一を図った 

教育研修の充実 ・内部研修、外部研修への参加 ・参加していない 

⑥ 魅力ある職場づくり 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

ワークライフバランスへの

配慮 

・年次有給休暇の取得促進 

・夏季休暇取得の促進 

・年次有給休暇は勤務に支障が出ないように留

意して６日取得を目標とし、夏季休暇は全員取

得に努めた 

自己啓発の促進 ・資格取得の奨励 ・啓発はしているが、実績がない 

風通しのよい職場づくり ・職員間の意思疎通や連携を密

にする 

・職員会議等での利用者状況の

共有 

・利用者の利用状況やセンター行事等について

職員会議で内容検討し共有することで、職員間

で意思疎通を図った 

職員体制・連携強化への取

り組み 

・職員間の情報共有 ・職員会議で内容検討し共有することで、職員

間で意思疎通を図った 

⑦ 経営基盤の安定・強化 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

経営改善のための取り組み ・経費の削減 ・会議等で周知徹底し節約に努めた 

・利用者増への取組 

・利用アンケートの実施 

・利用者の他施設利用状況の調査を行い、個々

の利用者の施設利用状況を把握し、利用者に対

して訓練やスポーツ訓練等への参加呼びかけ

をし、行事予定表の作成による利用者への周知

に努める他に、利用アンケート(どんなことに

興味があるのか)を実施して講座・教室内容を

検討して利用増への取組みを進めた 

経営意識の醸成 ・利用者状況の確認と情報の共

有 

・施設利用の状況の確認 

・職員会議で利用者情報を共有することで利用

者の症状や状況及びサービス提供や支援の内

容を確認した 

予実管理の徹底  ・予算執行状況の確認 ・事業を実施するにおいて、必要経費や物品等

の購入等の概算を計上して予算確認をした 



⑧ コンプライアンスの徹底 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

コンプライアンスの推進 ・事業団の職員倫理綱領及びセ

ンター職員の行動基準の厳守 

・職員への周知徹底と意識づけ 

・職員倫理綱領及び職員行動基準を職員間で共

有・周知・確認して意識づけを行った 

 

・コンプライアンスセルフチェ

ックの実施 

・職員会議等でセルフチェックを行って、職員

間で共通認識をもって周知・確認して意思統一

を行った 

労務管理の徹底 ・職員への周知徹底と意識づけ 

・業務の効率化、作業・事業の見

直し 

・会議等で業務内容の状況を確認・共有して、

職員間で事業の見直しをして業務内容の検討

を行うと共に周知徹底に努めた 

⑨ 防災・防犯対策の強化 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

定期の防災訓練、防犯訓練

実施 

・避難訓練の実施(２回/年) ・5 月 19 日と 12 月 8 日に避難訓練を近隣の保

健センターと協力して実施した（2 回/年） 

・防犯訓練の実施(１回/年) ・12 月 1 日に防府警察署員の指導のより、さす

またの使用法や防犯実技訓練を近隣の保健セ

ンターと協力をして実施した 

・防災訓練(高潮想定)の実施 ・防災マニュアルを確認し、避難訓練実施後に

高潮想定についての講話を行った 

災害協力・安全協力体制の

推進と整備 

・隣接の保健センターや関係機

関と連携による災害対応への体

制整備 

・敷地内にある保健センターと災害などで連携

し協力体制の構築に努め、事前連絡をとり、連

携して訓練を実施した 

・安全確保への方策の検討 ・近隣の保健センターと連携を密にし協力体制

を構築する 

  



４ 利用状況 ※月単位及び年度で集計 

１．センター利用状況 (単位： 日・人) 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 月平均 

開 館 日 数  25 24 25 26 25 24 26 23 23 23 22 25 291 24 

地域活動利用者 183 211 189 198 163 185 202 175 218 202 175 200 2,301 192 

センター利用者 110 125 109 122 179 88 90 70 92 98 96 96 1,275 106 

利 用 者 数  293 336 298 320 342 273 292 245 310 300 271 296 3,576 298 

２．機能回復訓練(毎週月曜日から金曜日)※重複利用 (単位： 日・人) 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 月平均 

機 能 訓 練 日  21 20 21 22 20 20 22 18 20 19 18 21 242 20 

利 用 者  239 267 237 268 214 224 225 187 253 245 216 245 2,820 235 

リ ハ ビ リ 170 195 169 183 158 174 168 138 200 187 157 187 2,086 174 

ヘ ル ス ト ロ ン 5 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 8 1 

マイクロサミー 92 114 110 108 88 87 85 82 104 106 86 84 1,146 96 

ホ ッ ト パ ッ ク  25 40 28 41 25 29 18 21 25 23 24 36 335 28 

血 圧 測 定  32 42 34 55 31 22 32 17 38 35 29 43 410 34 

３．機能訓練送迎(月曜日～金曜日) (単位： 日・人) 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 月平均 

送 迎 日 数  12 11 13 12 12 11 13 10 11 11 10 11 137 11 

機能訓練者数 24 23 29 28 22 13 18 11 11 11 10 11 211 18 

４．療法士相談(理学療法 月・水・金曜日午前・午後、第１・３火曜日：毎週木曜日は午後、 作業療法代木曜日午後)※重複利用 (単位： 人) 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 月平均 

理 学 療 法  179 191 179 198 161 159 180 145 175 159 140 174 2,040 170 

作 業 療 法  8 2 1 1 1 1 2 0 1 2 2 1 22 2 

計 187 193 180 199 162 160 182 145 176 161 142 175 2,062 172 

５．言語訓練(月２回、第３木曜日、第４火曜日)※重複利用 (単位： 人) 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 月平均 

訓練者延べ人数 7 10 10 7 6 5 7 7 6 7 6 6 84 7 

６．スポーツ訓練（毎週１・２回）※重複利用 (単位： 人) 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 月平均 

軽 運 動  48 42 37 34 24 31 28 19 43 34 35 37 412 34 

ゲ ー ト ボ ー ル 34 38 33 41 36 28 31 25 32 34 35 30 397 33 

ボ ッ チ ャ  18 21 17 28 19 18 22 16 20 21 16 21 237 20 

卓  球 19 14 19 19 15 17 15 12 21 21 21 20 213 18 

合 計 119 115 106 122 94 94 96 72 116 110 107 108 1,259 105 

  



７．講座・教室利用者（月１・２回）※重複利用 (単位： 人) 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 月平均 

華 道 講 座  6 5 6 5 5 5 5 2 4 4 2 6 55 5 

民 謡 講 座  7 9 7 9 4 7 5 5 7 9 9 10 88 7 

手 芸 講 座  1 1 0 2 2 4 4 3 2 3 2 3 27 2 

陶 芸 講 座  5 6 7 6 5 6 6 4 6 6 5 6 68 6 

カ ラ オ ケ 教 室 12 12 12 12 11 4 9 9 12 12 11 4 120 10 

短 歌 教 室  4 4 4 5 5 4 4 4 5 4 4 4 51 4 

将 棋 ・ 囲 碁 4 3 3 3 2 3 2 2 3 3 3 3 34 3 

合  計 39 40 39 42 34 33 35 29 39 41 36 36 443 37 

８．貸室利用状況 (単位： 室・人) 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 月平均 

軽運動室兼会議室 50 68 73 79 76 44 49 78 45 48 136 90 836 70 

研 修 室  65 69 121 98 82 88 87 68 68 72 51 69 938 78 

その他 の部 屋 24 3 2 4 0 2 2 0 11 7 9 5 69 6 

貸 室 計  18 16 17 20 14 19 19 17 18 17 19 21 215 18 

利 用 者 人 数  139 140 196 181 158 134 138 146 124 127 196 164 1,843 154 

５ 主な事業の利用率 

事 業 名 定員(人) 利用延べ人数(人) 利用率(％) 備   考 

身体障害者福祉センター事業 － １,２７５ － 前年度比：１０５％ 

身体障害者福祉センター事業  

(貸室利用事業) 
－ １,８３６ － 前年度比：８６％ 

地域活動支援センター 

(機能強化事業Ⅱ型)事業 
－ ２,３０１ － 前年度比：１２６％ 

６ 実施行事及び参加行事    

実施月 実施・参加行事 参加人数(人) 備   考 

５月・９月・１１月・２月 介護予防教室 ３８名 年 4 回実施 

７月 夏休み子ども手話教室 ８名 
８月４日～８月８日の５日間  

(保護者４名参加) 

９月 まりふ福祉まつり ３５０名程度  

１１月 障害者・お年寄りの交通安全教室 １２名  

１２月 介護技術講習会 ６名  

３月 防府市障害者親睦卓球大会 ５名  



７ 地域貢献活動、職員研修等について 

松原地区の河川や溝の清掃作業が４月２６日の日曜日に行われるとの事で、松原地区自治会より協力

要請がある。センターでは日曜日の作業は難しく参加できないために４月２１日にセンター職員等３名で建

物南側のある河川の清掃作業に協力した。また、１０月１６日にも建物南側のある河川沿いの草取り等清掃

作業を実施する。 

身障センターの行事等の開催には松原地区自治会の企画協力を得て、介護予防教室や介護技術講習

会等を開催する際には、近隣の公民館に開催案内を配布して、地域の障害者やご高齢者に対して参加協

力に努めた。 

 

  



施設名 防府市障害者生活支援センター 

 

主な実施事業 

計画相談支援（指定） 

障害児相談支援（指定） 

相談支援（受託）一般・障害児 

地域相談支援（移行・定着） 

 

１ 事業実施状況(総括) 

特定相談・障害児相談では、自宅訪問し、本人のニーズや障害を理解した上で、サービス

利用計画を作成し、定期的にモニタリングを実施しました。市、関係機関や事業所と連携し

ながら支援しました。 

児童においては発達の相談や保護者の不安に寄り添い、療育機関や幼稚園・保育園・学校

等と連携して支援に取り組み、就学から卒業後の進路相談等、子どもから大人に向けて幅広

い支援に努めました。医療的ケア児の支援も病院や訪問看護、訪問入浴等と連絡を密にして

連携しています。 

一般相談では、本人・家族の支援、一般就労や在宅での生活相談、個別支援等を実施し、様々

な支援サービスの向上に努めました。また、虐待ケース対応や困難ケースにも関係機関と連携

して取り組みました。重度心身障害や精神障害の方で訪問看護を利用している方も増え、医療

機関との連携やケア会議にも積極的に取り組みました。不安傾向が強く、電話連絡等の頻繁な

利用者についても落ち着いて相談でき、安心してもらえるように支援を続けています。 

 

２ 事業別実施状況(実施内容・成果・評価) 

① 計画相談支援事業 

実施内容 

自宅や事業所を訪問し、アセスメントをして計画作成やモニタリングを

実施しました。本人・家族、事業所との連携に努めました。関係機関との

調整や、担当者会議、見学同行、通院同行等の支援を実施しました。 

成果/評価 

精神障害や発達障害の方やその家族からの相談、生活困窮や就労につい

ての相談等が増えています。住居の確保や家計相談、障害年金の相談等、

内容も多岐にわたり、本人、家族丸ごとの支援が増えています。 

家族の高齢化や入院等で施設入所や短期入所、グループホームの利用希

望などがでてきています。事業所を利用することで、生活リズムが整い、

良い方向に向かう利用者もあれば、なかなか事業所に結びつかない方もお

られ、繰り返しご本人に寄り添って支援をしています。 

 

 

 



② 障害児相談支援事業 

実施内容 

自宅訪問を基本とし、アセスメントをして計画作成やモニタリングを実施

しました。本人・家族に寄り添いながら、事業所、幼稚園、保育園、学校と

の連携に努めました。必要な家庭には保護者了解のもと、保育所等訪問支援

を計画内容に入れて、十分な連携が取れるように対応しました。 

成果/評価 

保護者の障害受容や子育ての悩みへの支援、児童発達支援や放課後等デイ

サービス事業所の見学同行等も実施しました。医療的ケア児に関しては、病院

や訪問看護と連携し、ケア会議を重ね、家庭への生活に移行できるように支援

しました。また、本人が成長し、計画が必要でなくなった場合は、次のステッ

プに向けて、保護者と相談して対応しています。 

本人の成長により支援計画が必要でなくなった場合は、次のステップに向

けて、保護者と相談して調整を図ることができました。  

 

③ 相談支援事業（受託）一般・障害児事業 

実施内容 

委託での日々の生活相談や就労を希望しています。虐待等の困難ケース、

就学等についての相談等、計画相談にはつながらないケースや家族全体の支

援等を行いました。 

成果/評価 

家計相談や障害年金等の経済面の支援、住居の確保等、日常の生活相談や就労

相談、虐待等の困難ケースの支援を行ないました。 

児童においては、計画にのらない家庭や個人への支援、ネグレクト、虐待

の疑い等のケースが増えてきています。また、成長とともに計画が終了した

後も、定期的に相談を受けています。生活保護や児童相談所、子育て支援等

の関係機関と連携しながら、利用者の相談支援に努めました。 

 

 

３ 取り組み報告  

① 人権擁護の徹底 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

人権尊重と虐待防止の意識

の徹底 

・人権侵害に関する自己チェッ

クの実施 

・虐待防止の自己チェックの実

施 

・虐待防止マニュアルの確認 

・外部研修への職員の参加 

・日々の支援業務や会議等で、マニュアルの確認

やセルフチェックを実施した 

苦情・相談への適切な対応 ・苦情の受付、苦情箱の設置等

体制維持及び整備 

・身障センター入口に設置 

・本人、保護者からの直接相談もあり、必要に応

じて関係機関に連絡し、対応について協議した 



② 支援・サービスの向上 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

安心・安全な支援の提供 ・リスクマネジメントの実施や

ヒヤリハットの検証 

・利用者個人情報管理の徹底 

・感染症の研修 訪問時の対応 

・適切な感染症対策を講じた支

援の徹底 

・日々の生活支援や会議等にて検討や確認をし

た 

・秘密保持や個人情報の管理に努め、ケース書棚

の鍵の施錠を徹底 

・日々の体調管理に努め、体調不良時には早めに

対応した 

支援技術の向上 ・職場内研修の実施 

・専門研修の実施 

・外部研修への職員の参加推進 

・日々の業務や会議等で定期的に実施 

・子ども発達部会の研修会に参加 

提供サービスの点検 ・サービス自己評価の実施 ・定期的に自己評価を行った 

生活環境の充実 ・訪問時に利用者の生活状況の

確認 

・訪問時の家庭の様子や、聞き取りで確認した 

創意工夫による業務の改善 ・業務改善等に対する職員提案

の活用 

・提案しやすい環境づくりに心がけた 

地域と利用者の交流促進 ・地域行事や関係機関実施行事

への参加 

・事業団内の行事の参加 

・体操や卓球、地活の利用者へのＰＲを行った 

セーフティネット機能の推

進 

・困難ケースの適正な対応と支

援 

・行政や他相談支援事業所と連

携した支援 

・個別訪問や担当者会議への出席 

・市の要保護児童対策会議等への出席し、虐待、

暴言、生活困窮、ネグレクト等、困難ケースへの

対応を行った 

地域生活支援 ・支援サービス利用計画に沿っ

て、関係機関と連携しながら地

域移行や生活の推進 

・退院後の支援の充実 

・病院のケア会議への参加、緊急時の対応や、家族

が困難な場合、入院や退院の支援協力をした 

・入院時から医療機関と連携をとり、ケア会議等に参

加し、家族や関係機関との連絡調整に努めた 

個人情報保護の徹底 ・職員倫理及び、情報公開の徹

底 

・マニュアルにより周知徹底 

③ 施設機能の地域提供 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

社会資源としての地域提供 ・地域の研修会等への職員派遣 ・派遣等はなかった 

ライフステージに対応した

サービス調整 

・支援提供者との連絡・関係機

関との担当者会議等への積極

・事業所のモニタリングや日頃からの連携に努

めた 

障害者差別解消法への対応 ・職場研修の実施 

・外部研修への職員の参加推進 

・日々の業務や会議等でマニュアルの確認をし

た 

利用者の財産の適正な管理

と権利の行使 

・管理方法の確認と適正な行使

の徹底 

・金銭管理を必要とする利用者で、希望される方

は社協等関係機関と連携して個別に支援した 



的参加 

・施設見学の実施 

・利用者個々の年齢や就学等の節目の前に実施

した 

多様な福祉サービス事業の

提供 

・地域支援機能の構築 

・児童から成人まで一貫性のあ

る相談支援の充実 

・ピアカウンセリング機能の提

供と検討 

・障害に応じて個別にマッチングして対応 

・機能の再検討が必要 

・個別にマッチングにて対応した 

④ 地域とのコミュニケーション 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

地域への情報発信と協力 ・ホームページの有効活用 ・ホームページに掲載 

参画・政策提言 ・防府市総合支援協議会への参

加 

・サービス調整会議・運営会議・子ども発達部会・

研修会等に参加 

地域貢献活動の推進  ・地域に必要な取り組みを検証

し推進に努める 

まりふ福祉まつりに参加し、地域住民と交流した 

⑤ 人材の確保・人材の育成 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

人材育成のための関係機関

との連携 

・関係機関や施設と連携して計

画的実習を受け入れ 

相談支援専門員会議子ども発達支援部会・就労

支援部会・保護者サークル部会や研修への参加 

総合支援学校の進路相談会に参加した 

職員の育成 ・個別人材育成に基づいた研修

や勉強会の実施 

ケース会議で事例検討を行なった 

教育研修の充実 ・職員・関係者対象の研修企画 

・理解度に応じた研修 

・外部の専門的な研修への参加 

自己研鑽を高めるため、研修には積極的に参加し

ている 

⑥ 魅力ある職場づくり 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

ワークライフバランスへの

配慮 

・年次有給休暇取得の計画的推

進 

・効果的な夏季休暇の取得 

・メンタルヘルスの推進 

事前申請し、利用者訪問予定等を確認して取得。 

取得時期が重ならないようにして、１００％取得

した 

話しやすい職場環境づくりに努めた 

自己啓発の促進 ・スキルアップのための資格取

得推奨 

・自己啓発研修参加の勤務配慮 

資格取得者に奨励金交付があり、2 名の職員が交

付を受けた 

希望があれば研修に参加できる 

風通しのよい職場づくり ・管理職員による計画的な面談 

・法人内事業所等との連携と情

報発信 

必要に応じ、面談を適時実施 

感染予防対策と体調管理に努めた 



職員体制・連携強化への取

り組み 

・感染症対策の強化 

・情報共有化の推進 

・効率的な会議の開催 

 

⑦ 経営基盤の安定・強化 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

経営改善のための取り組み ・経費削減への取り組み 購入を考えるときは、話し合って決めている 

経営意識の醸成 ・会議での利用状況や収支報告

の状況確認 

1 ヶ月の計画相談支援費の全体と担当別を報告

し、話し合っている 

予実管理の徹底  ・予算と執行の確認管理の徹底 利用者が不利益にならないよう対応している 

⑧ コンプライアンスの徹底 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

コンプライアンスの推進 ・コンプライアンスのセルフチ

ェック 

・コンプライアンスの意識向上

への取り組み 

会議等を利用して、意識向上の促進に努めた 

コンプライアンスセルフチェックの徹底を推進

した 

労務管理の徹底 ・柔軟な休憩の取得 

・業務手順での事務処理対応時

間の明示 

時間外業務は事前に申請し、事務処理した 

訪問時間等にあわせて、その前後で柔軟に取得し

た 

⑨ 防災・防犯対策の強化 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

定期の防災訓練、防犯訓練

実施 

・身障センター内事業所との合

同避難訓練の実施 

・身障センター内事業所との合

同防犯訓練の実施 

・防犯に係る安全確保のための

方策の検討 

単独での訪問に不安や危険性のある場合は二人

体制で訪問 

災害協力・安全協力体制の

推進と整備 

・合同防災訓練の強化への協力 

・地域防災組織との連携 

・防犯訓練への参加 

身障センター、わかくさ園、事務局と合同で検討

した（大雨災害等による大平園利用者避難等） 

災害時に支援が必要な利用者の地域の社会資源

を検討した 

身障センター、わかくさ園、事務局と合同で行な

った 

 

  



４ 利用状況 ※月単位及び年度で集計 

委託相談支援（障害者） 

障害別 
4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 
合計 

身体障害 1 1 1 2 1 5 3 2 2 2 1 3 24 

重症心身障害 1 1 1 2 1 1 0 1 0 0 1 1 10 

知的障害 5 5 7 16 5 7 9 8 9 7 7 7 92 

精神障害 2 6 7 14 6 8 9 6 8 7 7 7 87 

発達障害 1 1 0 1 2 2 1 1 1 2 1 0 13 

高次脳機能障害 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 5 

その他 1 2 2 3 1 2 1 2 2 3 4 3 26 

計 11 16 18 38 17 26 23 20 23 22 21 22 257 
 

特定相談支援（障害者） 

障害別 
4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 
合計 

身体障害 11 15 17 17 16 16 18 12 13 11 18 21 185 

重症心身障害 0 1 1 0 2 0 0 2 1 1 2 2 12 

知的障害 36 37 37 39 32 35 40 38 36 32 37 44 443 

精神障害 11 15 21 21 18 20 15 14 16 16 18 15 200 

発達障害 2 2 2 2 4 5 3 2 3 2 3 5 35 

高次脳機能障害 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 9 

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

計 61 71 79 80 73 77 77 69 70 62 79 87 885 
              

委託相談支援（障害児） 

障害別 
4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 
合計 

身体障害 0 5 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 8 

重症心身障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

知的障害 0 0 0 1 1 2 0 0 1 1 0 1 7 

精神障害 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

発達障害 3 4 3 6 3 4 4 4 5 5 5 5 51 

高次脳機能障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他 1 1 1 4 3 4 0 0 5 5 5 3 32 

計 4 5 3 13 7 10 5 4 12 11 10 9 99 



特定相談支援（障害児） 

障害別 
4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 
合計 

身体障害 0 0 0 1 0 1 2 2 0 0 1 0 7 

重症心身障害 5 8 6 5 3 2 5 6 4 5 0 5 54 

知的障害 9 13 21 21 14 13 18 15 21 15 18 13 191 

精神障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

発達障害 16 19 23 23 14 22 17 20 21 15 23 21 234 

高次脳機能障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他 5 6 6 7 6 7 7 7 10 4 6 3 74 

計 35 46 56 57 37 45 49 50 56 39 48 42 560 

① 支援内容別利用状況(延べ件数) 

支援内容 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 
合計 

訪問 63 73 66 77 77 62 76 55 74 60 69 82 834 

外来 35 35 59 64 37 53 45 40 47 60 63 43 581 

同行 12 21 25 14 12 17 16 9 10 24 5 15 180 

電話 55 72 136 169 105 158 149 88 96 150 124 112 1,414 

メール 108 140 152 150 124 171 163 123 109 111 93 96 1,540 

ケア会議 6 12 15 15 21 18 8 14 15 8 13 16 161 

連絡調整 144 179 247 265 150 287 256 191 202 201 172 168 2,462 

合 計 423 532 700 754 526 766 713 520 553 614 539 532 7,172 

５ ５ 主な事業の利用率   

事 業 名 定員(人) 利用延べ人数(人) 利用率(％) 備   考 

計画相談支援 ― 3,745人 ― 前年度比：109％ 

障害児相談支援 ― 1,974人 ― 前年度比：82％ 

相談支援    

（受託・障害者） 
― 1,105人 ― 前年度比：77％ 

相談支援    

（受託・障害児） 
― 348人 ― 前年度比：96％ 

 



６ 実施行事及び参加行事  

行事等実施日 実施・参加行事 
参加人数

(人) 
備   考 

令和 7 年 5 月 
サービス調整会議 

保護者サークル 

4 

1 
ケース会議・職員会議 

令和 7 年 6 月 
運営会議 

防府総合支援学校 進路相談会 

2 

2 
ケース会議・職員会議 

令和 7 年 7 月 
相談支援専門員部会 

保護者サークル 

4 

1 
ケース会議・職員会議 

令和 7 年 8 月 サービス調整会議 4 ケース会議・職員会議 

令和 7 年 9 月 
運営会議 

保護者サークル 

2 

2 
ケース会議・職員会議 

令和 7 年 10 月 

相談支援専門員部会 

防府総合支援学校進路相談会 

就労支援部会 

4 

1 

1 

ケース会議・職員会議 

令和 7 年 11 月 

サービス調整会議 

保護者サークル 

県実地指導 

4 

1 

2 

ケース会議・職員会議 

令和 7 年 12 月 

運営会議 

防府総合支援学校進路相談会 

山口南総合支援学校進路相談会 

防犯訓練 

防火訓練 

2 

3 

1 

3 

3 

ケース会議・職員会議 

令和 8 年 1 月 
相談支援専門員部会 

保護者サークル 
 

4 

1 
ケース会議・職員会議 

令和 8 年 2 月 サービス調整会議 4 ケース会議・職員会議 

令和 8 年 3 月 

保護者サークル 

運営会議 

ソーシャルワーク実習 

1 

2 

3 

ケース会議・職員会議 

 

  



７ 地域貢献活動、職員研修等について  

(地域貢献活動) 

令和 7年 5月    華浦小読み聞かせボランティア 

令和 7年 9月    まりふ福祉まつり 

令和 8年 3月    華浦小読み聞かせボランティア 

 

(職員研修状況) 

令和 7 年 7 月      主任相談支援専門員研修 

               ヤングケアラー研修 

令和 7 年 8 月      主任相談支援専門員研修 

なかよし園：支援者研修 

令和 7 年 9 月      相談支援インターバル研修 

令和 7 年 10 月      子ども発達支援部会研修会 

令和 7年 11月    相談支援従事者現任インターバル研修 

          医療的ケア児フォローアップ研修 

令和 7年 12月    障害者虐待防止・権利擁護研修 

令和 8年 3月    障害者虐待防止・権利擁護研修（内部） 

 

 

 

  



施設名 防府市なかよし園 

 

主な実施事業 

児童発達支援事業 

保育所等訪問事業 

放課後等デイサービス 

 

１ 事業実施状況(総括) 

  児童発達支援事業では利用契約数が増加し収益増を見込んでいましたが、利用児の感染症

罹患や急な体調不良、保育園や幼稚園の行事参加のため、利用予定していた人数を大幅に下

回ることや、放課後等デイサービスでは契約者都合による解約や長期入院者が発生したため、

思うように利用数が増えませんでした。保育所等訪問においては、保護者や保育園・幼稚園

の関係者に本事業についての理解を深めていただき、契約数が増えるよう努めるとともに訪

問件数の拡大につながるよう取り組みました。 

  地域における中核的な役割を持つ児童発達支援センターとして専門的機能を生かし保護

者や子ども家庭センター、障害福祉課、保育園、幼稚園、認定こども園、事業所、支援学校

等関係機関と地域連携を図りながら情報共有に努めることで継続的な支援ができました。 

  職員研修では内部研修の充実を図り、外部研修に積極的に参加することで職員の専門的意

識を高めて知識や技術の向上に努めました。資格取得研修では通信教育で発達障害コミュニ

ケーションサポーターの取得をしています。 

市の委託事業については計画的に実施できています。県の委託事業については巡回訪問の

需要があまりなく幼稚園や保育園、事業所からの要請がない状況です。 

２ 事業別実施状況(実施内容・成果・評価) 

① 児童発達支援事業 

実施内容 

療育においては支援プログラムを組み込んだ個別支援計画や特別支援計画を立てきめ細

やかな設定療育や専門的療育を提供しました。年少児１名が療育を終了し、併用幼稚園に完

全移行のための支援に努めました。関係諸機関との情報交換を密に行い重度障害児や医療的

ケア児の受け入れを可能な限り行いました。療育体制を２クラスに分けてきめ細かい支援に

努めました。利用契約が困難な児童の場合、相談支援を行い他事業所やミュージックセラピ

ー、親子体操教室等の紹介やペアレントメンター相談会、講演会等の情報提供を行いました。 

給食提供については、アレルギー食やミキサー食等の対応を行い食育にも力を入れました。

重症心身障害児を受け入れて自宅までの送迎を行いました。 

研修は現場の支援に支障がないようにできるだけ外部研修に参加し、オンライン研修を取

り入れ、内部研修に外部の講師を招いて行うように努めました。 

教育委員会等との連携を取り就学相談を行いました。要対協対象児童については、各関係

機関との連携を図り情報共有に努めました。本年度より日中一時支援事業を開始しました。 



成果/評価 

療育体制を２クラスに分けて個別支援計画や専門的支援実施計画を立てることで児童の

特性を把握しながら個々の利用児に無理なく療育支援の提供ができて効果的に行えました。 

年少児１名が併用幼稚園に完全移行できたことについては、療育支援の成果が見られたこ

とや対象児やその保護者の負担軽減につながるよう支援に努めました。重度心身障害児や医

療的ケア児を可能な限り受け入れ療育の場を作り自宅までの送迎支援をすることで保護者

の心身の負担の軽減につながるように努めました。利用契約待機児童に対してミュージック

セラピーやペアレントメンター相談会等、色々な情報を提供し相談等に対応することで待機

期間中の不安を軽減できるように努めました。 

給食提供については、特にアレルギー食に対して毎月の献立を配布し保護者に聞き取りを

して代替食を提供することで安心して頂けるように支援しました。食育については畑にでき

た野菜を一緒に収穫し、おやつにして食べることで野菜を食べることが出来ました。おやつ

作りを一緒にすることで食への関心を高めることにつながっています。 

就学相談を行うことで個々の児童がスムーズに就学できるようになり保護者の不安を解

消できように努めました。 

研修については常勤職員及び非常勤職員の参加を含め、まっぷから講師を招いて現場での

課題解決や事例検討等を継続的に行うことができ職員の知識や技術の向上につながるとと

もに、支援についての共通認識を持つことができました。要対協対象児童については関係機

関との情報交換を行うことで継続した支援に努めました。 

本年度より日中一時支援事業を開始したことで、保護者が就業や仕事を制限することなく

勤めることができています。 

② 保育所等訪問事業 

実施内容 

今年度は通所利用されているお子さんがほとんどで、保育園や幼稚園、事業所を併用利用

しているため保育所等訪問支援を契約されています。児発の通所利用契約の待機や通所が困

難な児童に対しては、保育所等訪問支援の契約し保護者と児童の通園している保育所や幼稚

園等の職員の相談支援を行いました。幼稚園や保育園等から当園との契約児童以外の児童の

相談にも対応しました。年少児１名が療育を終了して幼稚園に全面的に移行するための支援

を行いました。 

成果/評価 

当園の事情により通所希望児童の契約を待機してもらいましたが、保育所等訪問支援を契

約し、相談支援を行ったことで保護者や幼稚園・保育園の職員の安心につながっています。

また、待機から利用契約になった時は児童の情報がある程度把握できているので園での療育

がスムーズに受けられることができて利用児や保護者の不安の軽減にもつながっています。 

令和７年１２月末には年少児１名が療育を終了して幼稚園に全面的に移行できました。こ

れは保育所等訪問支援での成果が出ており保護者や幼稚園のスタッフの安心につながって

います。 

 



③ 放課後等デイサービス事業 

実施内容 

防府総合支援学校の小学 1年生から高校３年生の学童や牟礼地区の小学校支援級の１年生

から６年の学童を受け入れ、支援プログラムをもとに個々のニーズに合った個別支援計画を

立て療育支援を行いました。長期休業中の療育内容には近隣のスーパーでの買い物や調理実

習などを取り入れました。 

日中一時支援事業と組み合わせ学校の早終わりの時等は継続した支援を行いました。重度

の学童を可能な限り受け入れて必要に応じて医療的ケアを行いました。 

要保護対象児童に対して関係諸機関と情報を共有しながら支援方針に沿って対応に努め

ました。 

成果/評価 

総合支援学校小学 1年生から高校３年生までと牟礼南小学校支援級の小学 1年生から６年

生まで受け入れ、個別に課題を提供しながら療育支援に努めました。特に強度行動障害学童

に対して個別スペースを確保しながら集団で過ごせるよう支援することで、対象学童の孤立

を減らことができました。また、プログラムの中の支援移行については夏休み等の長期休業

中に近隣のスーパーで自分の選んだお弁当を買ったり、おやつや昼食づくりをしたりするこ

とで自立への意欲の向上に努めました。 

学校が早終わりの時、日中一時支援と組み合わせることで継続した支援を提供し、保護者

の負担軽減を図りました。重度心身障害学童を受け入れ特殊車椅子のリースや福祉車両での

安全な移動や送迎支援を行うことで保護者にも安心していただくことができ、職員の身体的

負担も軽減に努めました。要対協対象学童に対して関係諸機関と情報交換したり会議に出席

したりすることで対策方針の共有ができ保護者への相談支援の統一化を継続できています。 

④ 発達障害児地域支援体制強化事業（防府市） 

実施内容 

市の委託事業として発達障害児及び家族支援事業として市の担当者と連携を取りながら

ペアレントメンター相談会を 5 月、7月、9 月、12 月、2 月、3月の 6 回実施し 9 月と 11 月

は講演会を企画し、市の子ども家庭センターで実施しました。 

毎月第 2 土曜日の 10:00～12:00 ミュージックセラピーを実施し、親子体操教室は年 4 回

（6月、7月、11月１日、29日）スポーツセンターで実施しました。 

支援者養成研修は 8月にスポーツセンター会議室で集合研修を実施しました。 

成果/評価 

ペアレントメンター相談会や講演会では会場を市の子ども家庭センターや親子体操教室

の会場をスポーツセンターにすることで参加希望者が多く大変好評であったため、来年度は

回数を増やす予定にしています。月 1回のミュージックセラピーは後半になるにつれ参加希

望者が増加し、定員を超える申し込みがあり、待機者が生じるなど高い需要がありました。 

支援者養成研修は 8月に集合研修を実施した結果、保育園や幼稚園、各事業所等から４３

名の参加があり大変好評でした。 



⑤ 子供発達支援体制整備事業（山口県） 

実施内容 

今年度は 2年目となる委託事業で指導役割を担う職員 6名で遂行しました。 

●質の向上と人材養成 

① 内部研修やまっぷコンサルテーション強化事業を利用し、事例検討を行いました。 

② 外部講師による支援者研修を実施しました。 

③ 短大保育学科の学生実習や子供専門学校の学生実習を受け入れました。 

●地域における障害児支援の質の向上 

①  地域の障害児通所支援事業所に対するスーパーバイズ・コンサルテーションの実施とし

て保育所と事業所との共通理解のため助言等行いました。 

②  保育所等に対する地域のインクル―ジョンの推進として療育につなげるためにどうす

ればよいか、保護者支援の仕方、就学先へのつなぎ方、問題児童への関わり方、クラス運

営の仕方、気になる子への共通認識への助言を行いました。 

③ 「気になる段階」の子ども等と家族のサポートとして、親子ミュージックセラピー、親子

体操教室、ふれあい保育、まんまる発達相談会を実施しました。 

地域事業所等への研修等の実施について、構音指導研修会、支援者研修、講演会（2 回）

を実施しました。 

成果/評価 

事業を開始して 2 年目となり、6 名の委託事業担当職員に加えて 3 名を主担当者として

事業を実施したため、昨年度よりも成果が上がっています。 

●質の向上と人材養成 

内部研修の充実を図りまっぷコンサルテーション強化事業を利用することで職員の専門

性の意識向上と共通認識を深めることができました。また、外部講師による事業所、保育

所、幼稚園、施設等の支援者に向けての研修は好評であり支援者の質の向上につながって

います。学生実習を受け入れることで将来的に障害児支援者を目指すきっかけを作ること

になりました。 

●地域における障害児支援の質の向上 

地域の障害児通所支援事業所や保育園、幼稚園等へのスーパーバイズやコンサルテーショ

ンを行った結果、事業所と保育園、幼稚園との共通理解を深めることができ、対象児童に対

する支援が改善されました。気になる段階の子どものサポートをすることで、保護者の不安

の軽減につながっています。地域支援者に向けて研修を企画、開催したり講師派遣したりす

ることで支援の質の向上を図る担い手となりました。 

  



３ 取り組み報告  

① 人権擁護の徹底 

② 支援・サービスの向上 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

安心・安全な支援の提供 ・リスクマネジメントの研修。 

・日々の活動の振り返り（終礼） 

・ヒヤリハット事例や事故報告

事例による再確認と振り返り、

今後の対応について（随時会議

を開催） 

・毎日終礼時に事故やヒヤリハット報告等を上

げ、その都度振り返りリスク予測や対策などを検

討し支援に生かすことができている 

 

 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

人権尊重と虐待防止の意識

の徹底 

・行動基準について読み合わせ

（1 回/週頭） 

・職員倫理綱領の読み合わせ

（１回/月頭） 

・虐待防止の自己チェック（6

月、9 月、12 月、3 月） 

・外部研修の参加、内部研修の

実施により意識付け 

・虐待防止マニュアルの項目に

ついて見直しを検討 

・虐待の疑いのある利用児に

ついてはマニュアルに沿った

対応を行うと共に関係機関と

の連携、情報共有に努める 

・虐待防止委員会の定期的会議

の開催（2 回/年） 

・身体拘束適正委員会を設置し

定期的に会議を開く（虐待防止

委員会と兼ねる） 

・行動基準や倫理綱領を定期的に読み合わせ現

場での支援を振り返ることで支援の方法などの

見直しができた 

・人権・虐待セルフチェック表を 3 ヶ月毎（6 月、

9 月、12 月、3 月）に実施した 

・内部研修の中に虐待についての内容を取り入

れ毎月担当職員を決めて発表した 

・虐待の研修に参加した職員からの復命研修を

行った 

・虐待防止委員会及び身体拘束適正委員会は令和

7 年 10 月と令和８年３月に実施 

・要保護対象児童については関係機関との連携

を取り情報共有に努めた 

苦情・相談への適切な対応 ・ 相 談 は 月 曜 日 ～ 金 曜 日  

９:００∼１６:３０受付 

・苦情相談があった場合、早急

且つ適切丁寧に対応 

・３件の意見があったが、早急に丁寧に対応し保

護者の理解を得ることができた 

障害者差別解消法への対応 ・外部研修や職場研修を行い職

員全員の意識向上を図る 

・相談等があった場合は適切に

対応 

・内部研修や外部研修の復命をすることで職員

全員の意識向上につながった 

利用者の財産の適正な管理

と権利の行使 

・契約児童・生徒が適切な療育

を受けられるための権利を保

守 

・契約利用時や学童が公平に療育を受けられる

ように権利の保持に努めた 



・感染症対策や災害・防犯・支

援等のマニュアル強化・確認。 

・ＡＥＤの使用や救急法につい

ての研修 

・感染症予防対策委員会令和７年７月、令和８年

1 月、３月と３回開催し、その時々の感染症に対

する職員全員の意識付けを図ることができ、感染

症 BCP の読み合わせを行い職員の業務継続に対

しての共通認識に努めることができた 

・毎月火災や防犯・自然災害等の避難訓練を実施

している。特に土砂災害を想定した保護者への引

き渡し訓練は当園と避難場所（事務局）、保護者

との連携を見直すことができ次年度に役立てる

内容になった 

支援技術の向上 ・他事業所への実習や見学研修

を実施 

・オンラインを含めた支援者養

成研修（ペアレントトレーニン

グやティーチャーズトレーニ

ング等）への積極的な参加 

・他事業所への見学研修や実習などは実施でき

ていない 

・山口県障害者発達支援センターまっぷから定

期的に来園してもらい研修を行うことで職員の

支援技術の向上に努め、非常勤職員も研修に参加

した 

・支援者養成研修は８月下旬に実施し保育園や

幼稚園、相談事業所、児童通所事業所等から多く

の参加者が得られた 

提供サービスの点検 ・保護者アンケート（1 回/年） 

・食事調査の実施（1 回/年） 

・保護者アンケートを 11 月の配布、令和 8 年 2

月に結果報告を行った 

・9 月に食事調査を実施し 10 月に結果を報告し

た 

生活環境の充実 ・温かい食事、バランスのとれ

た食事の提供 

・アレルギー食の代替やミキサ

ー食の対応 

・適切な室温湿度管理を行う 

・感染症予防対策を行った環境

体制づくり 

・給食は栄養バランスが取れた適温食の提供に

努めた 

・アレルギー食の代替食やミキサー食の対応も

適切にできた 

・室温湿度調節を行い療育の環境整備を行った 

・感染症予防対策のため必要に応じてマスクの

着用、使い捨て手袋、手指消毒、遊具の消毒、換

気、空間除菌等を徹底した 

創意工夫による業務の改善 ・職員が研修等の場合、お互い

助け合い業務をスムーズに遂

行できるよう努める 

・個々の職員の業務内容を見直

し、特定の職員に負担が大きく

偏らないようにする 

・研修や病休等で職員の欠如があった時は相互

に業務を分配し遂行した 

・特定の職員の業務負担が大きくならないよう

に配慮に努めたが、十分とは言えない部分があっ

た 

地域と利用者の交流促進 ・まりふ福祉まつりへの参加 

・近隣の保育園、幼稚園等との

・まりふ福祉まつりに職員がバザーで参加した 



交流 

・養護老人ホーム（やはず苑）

への慰問 

・瑞祥幼稚園や東牟礼幼稚園とのふれあい交流

ができたことで子供たちや職員に良い刺激とな

った 

・養護老人ホーム（やはず苑）を訪問しダンスを

披露したことで入居者の方々との交流が生まれ

子供たちにとって大変充実した時間になった 

セーフティネット機能の推

進 

・支援学校、保育園、幼稚園、

相談支援事業所、障害福祉課、

保健センター等の関係諸機関

との連携を図り、情報の収集と

共有に努める 

・総合支援協議会への参加と子

ども発達支援部会の推進 

・保育園や幼稚園、認定こども園、相談事業所、

教育委員会、支援学校、行政等の関係諸機関との

連携を図り情報交換と共有に努め、利用児の就学

支援や地域移行支援を行った 

・子供発達支援部会や研修部会に積極的に参加

した 

地域生活支援 ・必要に応じて家庭訪問等を行

い、保護者支援を行う 

・保護者からの相談で家庭訪問を行った 

・施設内でも保護者の相談支援を行った 

個人情報保護の徹底 ・書類の管理を徹底（定期的チ

ェック） 

・文書の取り扱いはメールやフ

ァックス等を利用せず書面を

手渡すか郵送する等の方法で

行う 

・他施設や関係者との情報交換

時は固定電話を原則利用 

・定期的に書類のチェックを行った（ケースや会

議録等） 

・文書等個人情報に関するものについてはファ

ックスやメール等を利用せず書面で直接手渡し

ている 

・個人情報に関することはスマートフォンを利

用せず対面での話し合いか固定電話を使用する

ことで個人情報の保護につながった 

③ 施設機能の地域提供 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

社会資源としての地域提供 ・ミュージックセラピー（第２

土曜日 身障センター）・親子

体操教室（４回/年） 

・毎月第２土曜日に実施しているミュージック

セラピーの登録人数は 10 組であったが、それ以

上の利用希望があった 

・親子体操教室は年４回実施したが、大変好評で

多くの親子が参加できた 

ライフステージに対応した

サービス調整 

・地域からの団体訪問者に関し

ては広く受け入れ 

 

・地域団体からの訪問はなかったが、子ども家庭

センターや保育園・幼稚園、通所事業所、支援学

校の職員から見学を受け入れた 

多様な福祉サービス事業の

提供 

・放課後等デイサービス事業

（防府総合支援学校小学部か

ら高等部や牟礼地域の小学校

支援級等の学童の受け入れ） 

・保育所等訪問支援事業（感染

症対策を講じながら保育所等

・放課後等デイサービス事業は、支援学校小学 1

年生から高校３年生までと牟礼南小学校支援級

の児童を受け入れている 

・保育所等訪問支援事業については保育園や幼

稚園等との連携を図りながら１６１件の訪問を



との連携を取り、訪問実績を上

げる） 

・総合相談の積極的な受け入れ 

行った 

・総合相談については、子供の発達について保護

者や小学校の教諭、保育園・幼稚園の職員、子ど

も家庭センターの保健師等からの相談事案が多

かった 

④ 地域とのコミュニケーション 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

地域への情報発信と協力 ・園だよりの発行（12 回/年） 

・ホームページで随時、新情報

を更新 

・市広報への掲載（ミュージッ

クセラピーや親子体操教室に

ついて４月・５月号に掲載） 

・関係機関からの行事や研修、

講演等の案内のパンフレット

やポスター等の配布 

・地域清掃活動や文化祭等への

参加 

・毎月園だよりを発行した 

・ホームページで随時情報を更新した 

・4 月、5 月の市広報にミュージックセラピーや

親子体操教室について掲載したので、多くの問い

合わせがあり利用登録されている 

・講演会や研修、ペアレントメンター相談会等の

チラシやポスター、案内状を配布した結果、参加

者が多かった 

・地域の清掃活動予定が把握できなかったため

参加できなかった 

・文化祭は参加していない 

・今後は見学を試みたい 

・当園契約利用児が併用している幼稚園や保育

園の運動会を見に行くことで利用児の様子が観

察でき、職員さんとも情報交換ができるきっかけ

となり支援にもつながっている 

三角・政策提言 ・市の委託事業「発達障害児及

び家族等支援事業」ペアレント

メンター相談会：年４回以上、

リソースブック作成、支援者研

修：（1 回/年）・親子体操教室：

（4 回/年） 

・県の委託事業「こどもの発達

支援体制整備事業」の推進。 

（外来相談・施設指導・巡回指

導・地域支援（研修等） 

・地域総合支援協議会への積極

的参加 

・保幼小連携教育研修会への参

加 

・保育園や幼稚園等関係機関へ

の事業説明（必要に応じて） 

・発達障害児及び家族支援事業（市の委託事業）

としてミュージックセラピー（毎月）、親子体操

教室（4 回）、ペアレントメンター相談会（6 回）

を実施しており好評であった 

・支援者研修は 8 月に実施したが保育園や幼稚

園、相談事業所、通所事業所等の職員 43 名の参

加があった 

・県の委託事業については 2年目であるが巡回訪

問の依頼はなかったが、保育所等訪問時に契約児

童以外の児童の相談を受けて丁寧に対応した 

・市の子ども家庭課から依頼のまんまる発達相

談室の相談員の派遣を行い、幼稚園からの言葉に

ついて講師の依頼を受けて言語聴覚士を派遣し

た 



・総合支援協議会の部会である子供発達支援部

会には副会長を任務している 

・保幼小連携教育研修会に積極的に参加してい

る 

地域貢献活動の推進  ・養護老人ホームへの慰問（高

齢者との交流） 

・地域の清掃活動や文化祭など

への参加 

・地域の子どもや子育て世代に

対して支援できることを企画 

・ボランティア活動の受け入れ 

・9 月に養護老人ホーム「やはず苑」に訪問して

ダンスを披露し、入居者との交流を図ることがで

き大変喜ばれた 

・地域の行事予定が把握できていなかったので

参加できなかった 

・ボランティアの受け入れを行っている 

・華浦小学校への読み聞かせボランティアを行

い、職員にとって良い刺激になった 

⑤ 人材の確保・人材の育成 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

人材育成のための関係機関

との連携 

・実習生の受け入れ（高校、短

大、専門学校、社会人等） 

・令和 7年 8月に県社協の職場体験実習生や令和

8 年 2 月に山口短期大学保育実習生を受け入れ

た。 

・事業所職員の児童発達支援事業所開設のため

の管理職員の見学実習を受け入れた 

職員の育成 ・研修会、勉強会を実施し、終

礼や会議等での復命 

・内部研修での行動基準や倫理

綱領の読み合わせ 

・法人内研修の参加 

・積極的な外部研修の参加（オ

ンライン研修を含む） 

・児童発達支援士をはじめとし

た、資格取得の推進 

・外部の研修会に参加後、勉強会や会議、終礼時

に職員に共有した 

・内部研修において行動基準や倫理綱領の読み

合わせや「知ってる子ども」・「虐待について」の

テーマを毎月担当職員が発表することで各職員

の意識向上につながった 

・専門的な研修案内をすることで職員個々が自

主的に学ぶ意欲につながり、マップの内部研修に

は非常勤職員の方も時間外にもかかわらず積極

的に参加して実際の現場での支援に努めた 

教育研修の充実 ・専門的な外部研修への参加

（オンライン研修を含む）。 

・各種マニュアルの再確認と周

知徹底 

・職員１名が通信教育にて発達障害コミュニケ

ーションサポーターの認定資格を取得した 

⑥ 魅力ある職場づくり 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

ワークライフバランスへの

配慮 

・振替休日の適正な取得（1 ヵ

月以内の取得を周知） 

・年次有給休暇取得推進 

・振替休日の取得については大体できていたが

一部職員については療育現場の状況によって困



・夏期休暇 100％取得 

・メンタルヘルスの推進（相談

しやすい職場づくり） 

難なこともあった 

・年次有給休暇取得については、声がけをして意

識付けを行った結果殆どの職員が達成できた 

・夏季休暇取得は 10 月末までに全員が達成した 

・メンタルヘルスの推進については職員同士で

の相談はできているが、人間関係についての課題

については不十分であった 

自己啓発の促進 ・職員が希望する研修参加のた

めの勤務配慮 

・自主的に職員が希望する研修への参加のため

勤務上の配慮を行うことで研修を受講できた 

風通しのよい職場づくり ・施設長等による定期的なヒア

リングや職場内アンケートを

実施し職員の考えや意見を把

握し課題解決に努める 

・会議等で定期的な話し合いの

場をつくる 

・懇親会等を設定し何でも話せ

る関係性をつくる 

・職員全員に定期的なヒアリングやアンケート

を実施することはできなかったが、次年度は最低

でも年１回ヒアリングができるように計画した

い 

・会議等ではできるだけ職員全員が発言できる

よう雰囲気づくりをしている 

・懇親会などは開催しているが全員参加が困難

なことが多い 

・参加した職員についてはコミュニケーション

の場ができたことでお互いの考えや思いを伝え

るきっかけとなっている 

職員体制・連携強化への取

り組み 

・児童発達支援又は放課後等デ

イサービスの職員が不足した

場合、協力体制で業務を遂行 

・事態に備えて緊急連絡網の徹

底とマニュアル作成や計画立

案 

・職員の病気休暇や育児休業に対して児童発達

支援と放課後等デイサービスの兼務職員が協力

をして業務を遂行したり非常勤職員の勤務を調

整したりすることでサービスを支障なく提供で

きた 

・緊急事態に備えて緊急連絡網の確認と自然災

害時と感染症発生時の BCP 実施訓練は内部研修

として読み合わせをすることで共通認識を持て

るようにした（今後は、事態を想定しての訓練が

必要である） 

⑦ 経営基盤の安定・強化 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

経営改善のための取り組み ・相談事業所やその他関係機関

等との連携を図る 

・安定したサービスの提供を行

い、各種加算等の報酬取得に努

める 

・相談事業所や他関係機関等と連携を図り利用

契約人数を増やし契約日数の調整を行った 

・令和 8年 3月 1日付の最終契約数は児童発達支

援が 55 人、保育所等訪問支援契約数 47 人、放課

後等デイサービス利用契約数が 24 人で、保育所



・1 日の受け入れ予定人数を多

くし、欠席が複数人出ても利用

人数が確保できるように工夫

する 

・合理的な業務の遂行（無駄を

省く等） 

等訪問支援については以前よりも大幅に契約数

が増えている 

・保育園や幼稚園の併用利用児が多いためと考

えらえる 

・各種加算等については確実に取得できる項目

を届出し、特に放課後等デイサービスの児童指導

員等加配加算については報酬単価が高いので利

用人数が減った日でも極端に収入減とならなか

った 

・児童発達支援利用の場合 1日の利用人数を多く

予定していても体調不良で欠席や併用している

保育園や幼稚園の行事があればそちらに参加す

る等で 1 日に 5～6 人欠席することもあり欠席加

算のみしか取れないため収入減につながってい

る 

・合理的に業務を進めることで時間外勤務を減

らすように努めたが、個々の業務遂行にあたって

の計画性が不十分であると考えられ、今後は業務

全体について合理的に推進できるように取り組

む必要がある 

経営意識の醸成 ・職員会議等で収支報告を行い

職員個々の経営意識を高める 

・毎月の実績報告書を回覧し視

覚的に職員の意識付けをする 

・毎月の実績報告や理事会施設長の会議録等を

回覧することで職員個々の経営への意識付けと

なった 

予実管理の徹底  ・定期的に予算と実績を見直し

差異やズレが生じた時は課題

を明確にして対応する 

・定期的な予算と実績の見直しをすることが不

十分だったので事務局と連携しながら収支の状

況について常に把握し予実管理を行っていくこ

とが必須 

⑧ コンプライアンスの徹底 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

コンプライアンスの推進 ・コンプライアンスについて意

識付けのため倫理綱領や行動

基準の読み合わせ 

・階層別研修等への積極的参加 

・組織としての 1 員であること

の意識向上を図る 

・毎月、必ず倫理綱領と行動基準の読み合わせを

行い現場での支援状況を振り返ることでコンプ

ライアンスの意識付けをした 

・階層別研修等への積極的参加をすることで施

設職員としての在り方や組織と自己の関係性等

に理解を深めることができた 

労務管理の徹底 ・ノー残業日の推進と、時間外

勤務の削減意識を高める 

・ノー残業デイと意識付けをしたが業務に追わ



・休憩時間の完全取得の徹底。 

・休日出勤や時間外勤務につい

て事前申請を徹底する 

れて個々の職員の意識が薄く成果が上がってい

ない 

・今後は 1ヶ月または 1週間で計画的に時間外勤

務や休日出勤の申請をする体制を整える必要性

がある 

・休憩時間は職員が交代で取るように毎日予定

表を作成しているが記録などに追われきちんと

休憩していない状況である 

・管理上、休憩時間は仕事をしないように声がけ

をしているが難しい問題で、休憩時間は全く別の

場所で過ごせることが望ましいと考える 

⑨ 防災・防犯対策の強化 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

定期の防災訓練、防犯訓練

実施 

・避難訓練実施（1 回/月） 

・合同防災訓練（1 回/年）、防

犯訓練（2 回/年）、土砂災害訓

練の実施（2 回/年） 

・災害時を想定した保護者への

引き渡し訓練を実施 

・防災・防犯マニュアルの確認

と整備 

・毎月避難訓練を実施している 

・土砂災害避難訓練は年 2 回で、6 月には保護者

への引き渡し訓練を行い保護者への理解が深ま

った 

・防犯訓練を実施した 

・同法人の近隣施設との合同避難訓練は 10 月に

実施 

防災・防犯マニュアルを確認している 

災害協力・安全協力体制の

推進と整備 

・防府市愛光園、防府市大平園

と連携し、災害時の対応マニュ

アルを確認・整備し、常に情報

交換を行い、災害に備え瞬時に

対応できるようにする 

・感染症 BCP、自然災害 BCPの

実施訓練を通して見直しを図

る 

・防府市大平園や防府市愛光園と連携し協力の

もと常時情報共有しながら災害時等に備えた 

・感染症 BCP、自然災害 BCP についての実施訓練

は困難だったため BCP の読み合わせを行うこと

で職員間の共通認識を深めることができ、今後は

実際の事故を想定して訓練することが必要と考

える 

 

  



４ 利用状況 ※月単位及び年度で集計 

①利用者月別在籍状況(児童発達支援センター)    （単位 人・日） 

月 
４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

１０

月 

１１

月 

１２

月 

１

月 

２

月 

３

月 
   計 

初
日
在
籍 

男 36 40 41 42 43 44 44 44 45 46 47 48 520 

女 8 8 9 9 9 9 9 9 9 7 7 7 100 

計 44 48 50 51 52 53 53 53 54 53 54 55 620 

開所日数 21 20 21 22 17 20 22 18 20 19 18 21 239 

児童発達支援

(20) 延べ人数 
361 371 386 402 311 358 392 327 357 306 299 378 4,248 

保育所等訪問支

援            
12 16 14 19 7 13 21 15 8 13 12 11 161 

保育所幼稚園訪

問 延べ人数 
0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0   3  

合計利用延べ人

数 
373 387 400 421 320 371 414 342 365 319 311 389 4,412 

日中一時支援事

業 延べ人数 
2 33 32 39 31 34 37 33 29 25 28 34 357 

②利用者月別在籍状況（放課後等デイサービス）      （単位 人・日） 

月 
４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

１０

月 

１１

月 

１２

月 

１

月 

２

月 

３

月 
計 

初
日
在
籍 

男 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 192 

女 9 9 9 9 9 9 9 9 9 8 8 8 105 

計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 24 24 24 297 

開所日数 21 20 21 22 17 20 22 18 20 19 18 21 239 

放課後等デイ（１０）      

延べ人数 
163 170 168 177 139 152 172 123 132 147 135 171 1,849 

日中一時支援事業 

延べ人数 
51 5 1 21 2 16 1 11 14 20 3 15 160 

５ 主な事業の利用率 

事 業 名 定員(人) 利用延べ人数(人) 利用率(％) 備   考 

児童発達支援 20 4,412 92.3 前年度比： 108.7 ％ 

保育所等訪問支援 ― 161 ― 前年度比： 100   ％ 

放課後等デイサービス 10 1,849 77.3 前年度比：   92.9 ％ 

日中一時支援（児発）新規 ― 357 ― 前年度比：      ％ 

日中一時支援（放デイ） ― 160 ― 前年度比：  65.8 ％ 



６ 実施行事及び参加行事     

実施月 実施・参加行事 参加人数(人) 備   考 

令和７年 4 月 25 日 保護者総会・給食試食会 8・6  

令和 7 年 5 月 23 日 親子遠足 園児 19 保護者 30 

令和 7 年 5 月 30 日 保護者総会（放デイ） ・ 茶話会 6 ･ 4  

令和 7 年 6 月 4 日 ふれあい保育 
園児：21 

職員：10 
瑞祥幼稚園と交流 

令和 7 年 6 月 16 日                

～ 6 月 20 日 
参観日週間 

園児：27 

保護者：32 
 

令和 7 年 6 月 19 日 引き渡し訓練 
児発：15 

放デイ：5 
 

令和 7 年 6 月 26 日 前期健康診断 
歯科：23  

内科：23 

歯科：ドレミ歯科 

内科：くらしげ小児科 

令和 7 年 7 月 31 日 親子クッキング 園児：18 保護者：18、兄弟児：1 

令和 7 年 9 月 4 日 やはず苑訪問 
児童：5 

職員：2 
 

令和 7 年 9 月 20 日 まりふ福祉祭り 職員：2  

令和 7 年 10 月 24 日 ふれあい保育 
児童：19 

職員：9 
東牟礼幼稚園と交流 

令和 7 年 10 月 29 日 親子レクレーション 
児童：15 

保護者：17 
職員：11 

令和 7 年 11 月 11 日 ふれあい保育 
児童：19 

職員：10 
瑞祥幼稚園と交流 

令和 7 年 11 月 27 日 後期健康診断 
歯科：23 

内科：23 

歯科：ドレミ歯科 

内科：くらしげ小児科 

令和 7 年 12 月 5 日 大掃除 保護者 児発：8  放デイ：3 

令和 7 年 12 月 9 日 クリスマス会 
児童：25 

保護者・兄弟:26 
 

令和 8 年 3 月 7 日 新一年生おめでとう会 
卒園児：16 

保護者・兄弟：27 
職員：12 

 

  



７ 地域貢献活動、職員研修等について 

地域貢献活動 

・小学生に対して読み聞かせ 

・養護老人ホームへの慰問（高齢者との交流） 

・見学者の受け入れ 

・学生実習や社会人実習の受け入れ 

・通級指導室研修会への講師派遣 

・就学相談会の実施 

・子ども家庭センターの事業「まんまる発達相談室」への職員派遣 

職員研修状況 

［内部研修］ 

・毎月実施 行動基準・倫理綱領の読み合わせ 

・毎月実施 虐待防止等に関する事・「私の知ってる子ども」をテーマに毎月の担当を決めて発表 

・感染症予防対策について 7 月、10 月、令和 8 年 1 月に実施・感染症 BCP の机上訓練 

・熱中症対策についてマニュアルの読み合わせ 

・まっぷ研修 6 回実施（5 月、6 月、8 月、10 月、12 月、R8 年 2 月） 

・DCD オンライン研修の復命 

・外部研修についての復命 

【外部研修】 

・事業説明オンライン（配信）研修 4 月 

・DCD オンライン研修 5/14 

・発達性協調運動症の基礎的理解と支援実例 zoom 5/9 

・ペアレントトレーニング研修オンライン 5/22 

・児童福祉施設職員基礎研修 5/30 

・防府市保幼小連携教育研修会 6/3 

・リーダー研修 6/10 

・医療保健部会研究会 6/25 

・相談支援従事者初任者研修 動画視聴 2 日 (6/21～6/30、7/21～7/31) 

・特別な配慮を必要とする子どもの保育研修会 7/4 

・キャリアパス中堅研修 7/15～7/16 

・防府市幼保小中学校内コーディネーター研修会 7/29 

・構音指導研修会講師派遣 8/26 

・乳児保育研修 8/26 

・支援者研修 （防府市なかよし園主催）8/30 

・虐待にならない為のスピーチロック虐待研修 9/2 

・防府市地域総合支援協議会研修部会研修会 9/12 

・強度行動障害支援者養成研修（基礎）10/2.3 

・児童福祉職員基礎研修フォローアップ研修 10/10 



・児童発達管理責任者養成研修（基礎）10/15 

・子供発達支援部会研修会 10/17 

・YPU 保育者ステップアップセミナー10/10 

・講演会「集団生活が苦手なお子さんの特徴や周りの大人ができること」11/4 

・オンライン研修 SST の基礎知識と支援のポイント解説セミナー11/19 

・児童発達管理責任者更新研修 11/18.19 

・虐待防止研修 12/2 

・防府市保幼小連携教育研修会 12/26 

・苦情解決制度研修 R8/2/2 

・子供発達支援部会研修会 2/16 

・強度行動障害支援者養成研修実践 2/18.19 

・医療的ケア児及び重症心身障害児に携わる支援者のためのオンラインミーティング 3/9 

・山口県児童発達支援部会研修会「ハラスメント対策について」3/10 

 

  



施設名 防府市わかくさ園 

 

主な実施事業 
生活介護 

日中一時支援 

 

 

１ 事業実施状況(総括) 

 利用者の特性を理解することで本人の気持ちに寄り添った個々の人権や健康を大切にし、各

職員が日々の関わりを基調とした支援に努めました。日頃から繰り返しの声がけや傾聴により

利用者の個々の状況を丁寧に洞察することで様々な動向に応じた支援を行い利用者自身も生

き甲斐のあるみんな誰もが集える場所を整えることができました。人権についても個々の自主

性を可能な限り受け止めることにより、ふれあいを通して特性を細かく把握することで、一人

一人が自信を持って活動することができるように、利用者に寄り添った機会を提供しました。 

特に、変化にいち早く気がつくことができる力を職員間で共有し支援の漏れがないように努め

ました。健康づくりにおいては、個々の体調を注視しながら飽きない内容で本人が無理なスト

レスにならないよう工夫し訓練をすることで皆さんの体力維持につなげることができました。

利用者との対話を重視した支援により、利用者自身が自信を持って有意義な園生活を送れるよ

うになり、本人が安心して園生活ができ、穏やかで、ゆとりのある環境が作れました。なお連

絡帳を活用することで保護者からの情報を共有することができ、利用者の安心・安全を保つこ

とが可能となり日々の利用者の健康維持と情緒の安定に努めることができました。 

 

２ 事業別実施状況(実施内容・成果・評価) 

① 生活介護事業 

◎実施内容 

  利用者の個々の特性に寄り添った細かな支援をすることでストレスフリーの維持に

努め円滑な生活が可能となり、自主性を尊重としたことにより各自が自信を持って出来

るようになり、より寄り添った支援をすることができました。 

  ◎成果／評価 

    個々の利用者の人権を遵守するために、利用者に分かりやすく説明をすることによ

り自己決定の場面を増やすと同時に利用者自身からの意思表示をしっかりと受け止め

て正しく理解し把握することでコミュニケーションの幅を広げた利用者自身の尊厳を

守ると共に信頼関係の構築に努めることができました。 

    健康づくりについては、各自の体力維持を基にメニューに沿って理学療法士や看護

師と相談しながら毎日の体調管理を把握し健康面に配慮した無理のない取り組みをす

ることでストレスフリーに努め穏やかな日常生活が送れました。また体調の変化に、

いち早く気がつくことでケガのない訓練を提供できました。そして連絡帳を活用する



ことで健康の変化を家族と共有し、安全・安心を守ることができました。 

② 日中一時事業 

◎実施内容 

  各施設からの迎えの時間帯合わせて、保護者の代わりに園内にて見守り支援をし 

セーフティネット機能を有効に使った保護者への負担軽減をします。 

◎成果／評価 

    迎えのバスの時間調整が困難な保護者の代わりに園内にて見守りをすることで保護 

   者の方の負担軽減となり、待っている間も本人にも安心感が持てる場として機能を果

たすことできセーフティネットの充実を図ることができました。 

３ 取り組み報告  

① 人権擁護の徹底 

 

  

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

人権尊重と虐待防止の意識

の徹底 

・人権侵害及び虐待防止のセル

フチェックを実施する（3 回/

年） 

・ちょっとした気づきや疑問に思ったことをそ

の都度、改善できるように職員間で話し合いをし

て改善点を共有し、チェックシートを使って職員

の意識の向上を図ることで見えなかったことを

可視化し、利用者が過し易い環境づくりをするこ

とができた 

・職員の言葉使いが気になる場面があった時に

は、その都度、指摘し、正しい言葉使いに訂正す

るように指導し見えない侵害にならないように

した 

苦情・相談への適切な対応 ・苦情、要望、意見相談受付箱

を設置し、随時対応する 

・苦情解決委員会の開催をする

（1 回/年） 

・毎日、連絡帳を活用することで、保護者からの

疑問や利用者の体調を共有し、「安心・安全」を

提供できるように常に素早く対応した 

・日々の生活において利用者の行動を見落とす

ことがないように引き続き保護者とのコミュニ

ケーションを密にし、信頼関係の構築に努めた 

障害者差別解消法への対応 ・職場内研修で実施する 

・外部研修への参加をする 

・会議中にリーフレットを使い差別意識につい

て話し合い、理解と周知徹底を行った 

利用者の財産の適正な管理

と権利の行使 

・管理方法の確認と適正な行使

の徹底をする 

・誕生会の徴収金の管理をする

（誕生日月毎） 

・昼食のチケット代や誕生会の徴収を可視化す

るために集金袋を作ることで保護者とも確認す

ることができた 



② 支援・サービスの向上 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

安心・安全な支援の提供 ・ヒヤリハット事例の確認及び

改善をする 

・感染症への対応をする 

・日々の些細なことも、気づいたことは職員間で

共有し、協議することで利用者の不安材料が消え

るまで安心・安全に努めた 

支援技術の向上 ・外部研修の参加や支援会議に

て検討する 

・会議の中で不安なことや他の職員から支援方

法の指摘があった時は、随時、共有でアドバイス

をし、より良い方法を話し合い問題解決に努めた 

提供サービスの点検 ・サービスの評価を支援会議に

て検討する 

・会議で各職員の支援状況を振り返り、一つ一つ

の確認作業をすることで支援技術の向上に努め

た 

生活環境の充実 ・清拭用ウエットタオル、手指

消毒による衛生管理をする 

・食前やレクリエーション活動時に手指消毒の

徹底をすることで感染予防に努めた 

創意工夫による業務の改善 ・訓練及び作業効率の改善をす

る 

・すべての利用者に対して、同じ表現で伝えるの

ではなく、個々の利用者に伝わりやすい言葉に置

き換える方法で創意工夫をしながら提供できた 

地域と利用者の交流促進 ・園行事等への参加協力をお願

いする 

・まりふ福祉まつりにて地域の方や施設間での

交流に努めた 

セーフティネット機能の推

進 

・相談支援員事業所及び関係施

設並びに関係機関との情報共

有をする 

・日中一時支援において、セーフティネット機能

を有効に活用して保護者の方の様々な負担軽減

の解消につながった 

地域生活支援 ・関係施設及び関係機関との連

携協力をする 

・随時、情報共有し相談やアドバイスを受けるこ

とで連携、協力をした 

個人情報保護の徹底 ・個人情報管理の徹底と職員へ

の周知徹底をする 

・職員会議にて周知徹底を行った 

③ 施設機能の地域提供 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

社会資源としての地域提供 ・社会貢献活動の実施をする

（地域環境整備） 

・今年度は、実施できなかった 

ライフステージに対応した

サービス調整 

・防府総合支援学校生の積極的

な実習の受け入れをする 

・相談支援専門員との連携をす

る 

・支援学校生の事前実習前には、事前に教員と共

に本人と保護者の意向を確認し、実施にあたって

有意義な実習ができた 

・相談支援専門員との連携することにより、サー

ビス調整がスムーズにできた 

多様な福祉サービス事業の

提供 

・防府総合支援学校生の積極的

な実習の受け入れの促進をす

る                

・支援学校の進路説明会を通じて当園の概況を

丁寧に説明し、支援学校との連携を積極的に行い

実習の受け入れをスムーズに行った    



④ 地域とのコミュニケーション 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

地域への情報発信と協力 ・ホームページの掲載を充実に

する 

・ホームページによる情報発信を行った 

参画・政策提言 ・防府市総合支援協議会等の研

修への参加をする 

・防府市総合支援協議会への研修に参加し他施

設との情報共有に努めた 

地域貢献活動の推進  ・地域貢献活動の実施をする ・近隣の小学校に、「読み聞かせ」のボランティ

アとして職員を派遣し、実施することで子どもた

ちの創造力が養えるように努めた 

⑤ 人材の確保・人材の育成 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

人材育成のための関係機関

との連携 

・関係機関と連携した積極的な

実習の受け入れをする 

・関係機関との連携を密にすることで積極的な

実習の受け入れを行った 

職員の育成 ・勉強会の実施や研修復命の報

告の共有をする 

・職員会議の中で知識と教養の取得やコミュニ

ケーション能力、倫理観と責任感を育み自信やス

キルを身につけることができるように、お互いの

気づきを基に話し合いを行った 

教育研修の充実 ・外部研修への参加をする。 ・今年度は、参加できなかった 

⑥ 魅力ある職場づくり 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

ワークライフバランスへの

配慮 

・年次有給休暇の推進及び夏季

休暇取得率 100％を実施する 

・夏季休暇については、100％の取得達成 

・年次有給休暇についても職務に負担にならな

いように調整を図り、職員の意向に沿った年休の

取得に努め、振替休日も遅滞なく取得した 

自己啓発の促進 ・自己啓発研修の情報提供をす

る 

・職員会議の中で情報の提供を行った 

風通しのよい職場づくり ・情報共有への環境の場を提供

し意見交換の実施をする 

・誰もが気づきやアドバイスを職員間で共有で

きたことで働き易い環境に努めた 

職員体制・連携強化への取

り組み 

・職員間での連携を密にし、状

況毎に話し合いをする 

・職員間で連携を密にし、場面毎で話し合いの場

を設け意見交換をすることで可視化することが

できた 

⑦ 経営基盤の安定・強化 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

経営改善のための取り組み ・経費削減(エコセイビング、公

用車の共同使用)の実施をする 

・公用車の共同利用など共有できることは実施

し、こまめな節水・節電を行い、備品等などは可

能な限り工夫をして補修し使用した 



経営意識の醸成 ・利用状況、定期的な収支報告

の周知をする 

・職員会議の中で確認し、周知徹底を行った 

予実管理の徹底  ・適時、予算管理を周知し確認

をする 

・職員会議の中で確認し、周知徹底を行った 

⑧ コンプライアンスの徹底 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

コンプライアンスの推進 ・コンプライアンスについて周

知徹底をする 

・職員会議の中で確認し、周知徹底を行った 

労務管理の徹底 ・働き方改革の実践の徹底をす

る 

・職員会議の中で確認し、周知徹底を行った 

⑨ 防災・防犯対策の強化 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

定期の防災訓練、防犯訓練

実施 

・避難(2 回/年)、防犯(1 回/

年)、防災(高潮避難)訓練を実

施する 

・火災発生状況を設定し、安全に避難誘導ができ

たかの振り返りを行った 

災害協力・安全協力体制の

推進と整備 

・合同防災訓練の実施をする(1

回/年) 

・身障センター内の各施設が合同で行うことで

協力しながら実施した 

４ 利用状況 ※月単位及び年度で集計 

 

  

①利用者月別在籍状況   

［生活介護］　（20）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

男 10 10 10 9 9 8 8 8 8 8 8 8 104

女 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 84

計 17 17 17 16 16 15 15 15 15 15 15 15 188

21 21 21 22 19 20 23 18 20 19 18 21 243

225 232 237 245 184 187 222 160 179 179 171 199 2,420

［日中一時支援］

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

男 4 4 4 5 6 6 6 6 6 6 6 7 66

女 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

計 5 4 4 5 6 6 6 6 6 6 6 7 67

19 17 20 22 17 16 20 16 13 14 17 21 212

29 17 23 34 38 19 25 21 18 21 18 35 298
　

月

初
日
在
籍

開所日数

利用延べ人数

開所日数

利用延べ人数

（単位　人・日）

（単位　人・日）

月

初
日
在
籍



５ 主な事業の利用率 

事 業 名 定員(人) 利用延べ人数(人) 利用率(％) 備   考 

生活介護 20 2,420 49.8 前年度比： 79.3 ％ 

日中一時 － 298 － 前年度比： 74.7 ％ 

６ 実施行事及び参加行事     

実施月 実施・参加行事 参加人数(人) 備   考 

5 月 19 日 避難訓練(火災) 11 名  

5 月 24 日 防府市障害者体育大会 
11 名 

(他保護者 3 名) 
ソルトアリーナ防府 

6 月 16 日 華浦小読み聞かせボランティア －  

6 月 18 日 ボウリング招待 9 名  

7 月 7 日 七夕飾り制作 10 名  

9 月 20 日 まりふ福祉まつり － 身障センター前駐車場 

10 月 25 日 
愛とふれあいの集い 

(防府ライオンズクラブ招待) 
9 名 防府グランドホテル 

11 月 7 日 日帰りバス遠足 13 名 
しものせき水族館     

(海響館) 

11 月 11 日 交通安全教室 10 名 
身障センター前駐車場及

びセンター内 

12 月 1 日 防犯訓練(不審者対応)  利用者園内にて待機 

12 月 8 日 避難訓練(火災) 8 名  

12 月 23 日 クリスマス会 11 名  

2 月 3 日 節分 10 名  

2 月 7・8 日 防府市ふれあい芸術展 作品出展(14 名)  

７ 地域貢献活動、職員研修等について 

1. 令和 7 年 9 月 17 日 令和７年度福祉サービス看護・保健職員研修会（1 名） 

2. 令和 7 年 11 月 14 日 防府市地域総合福祉協議会研修部会（1 名） 

3. 令和 8 年 2 月 2 日  令和 7 年度福祉サービス苦情解決制度研修会（1 名） 

 



施設名 ホームヘルパーセンター 

 

主な実施事業 

指定居宅サービス 訪問介護 
介護保険 

 訪問介護員 
介護予防・日常生活支援

サービス 

訪問型サービス 

（予防給付型） 

指定居宅介護支援 
居宅介護支援 介護保険 

 介護支援専門員 介護予防支援 

障害福祉サービス 

居宅介護 障害福祉 

 訪問介護員 同行援護 

特定相談支援 障害福祉 

 相談支援専門員 障害児相談支援 

 

１ 事業実施状況(総括) 

 人材不足、報酬単価引き下げ、事業所移転、常勤職員退職意向等の理由から、今年度で全事

業が廃止となり、事業廃止までの年間スケジュールを作成し、利用者の心情に配慮しながら円

滑な引き継ぎになるよう努めました。相談支援事業を除く全事業、11月までにすべての利用者

の引き継ぎを終え、過去 5年間分の保存書類を作成しました。 

２ 事業別実施状況(実施内容・成果・評価) 

①訪問介護事業（訪問介護・障害福祉） 

 事業廃止に伴い、介護支援専門員と相談しながら時期を決めて引き継ぎを行いました。そ

の際、担当者会議を行い、サービス内容等説明をして会議録を作成しています。     

障害福祉サービスに関しては、会議録、引き継ぎ先一覧を作成し、事業廃止届とともに県

に提出しました。 

②居宅介護支援事業（介護保険） 

  事業廃止に伴い、介護予防支援に関しては、地域包括支援センターに報告、相談し、9 月

までに引き継ぎ先を決定しました。居宅介護支援に関しては、複数の事業所に相談し 11 月

までに引き継ぎを終了しました。 

③相談支援事業（障害福祉） 

 事業廃止に伴い、法人内相談支援事業所に引き継ぐことを想定し、利用者には事業廃止の

説明と法人内相談支援事業所の説明を行い、3月まで事業を継続しました。 

 

３ 取り組み報告  

① 人権擁護の徹底 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

人権尊重と虐待防止の意 ・職員セルフチェックの実施 ・6 月に実施した 



② 支援・サービスの向上 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

安心・安全な支援の提供 ・感染症対策委員会の実施 

・職業性ストレスチェックの提出 

・腰痛対策、4S 活動、KY 活動等の研修

により労働災害防止 

・7 月に机上訓練を実施した（12 月実施予

定分は全利用者引き継ぎ済みの為中止） 

・6 月に実施した 

支援技術の向上 ・外部研修への職員派遣 

 

・定例研修会の実施 

・山口県訪問介護事業所連絡協議会への研

修へ参加した 

・訪問介護員、毎月 1 回実施した 

提供サービスの点検 ・自己評価の実施（2 回/年） 

・職員会議・定例研修会での情報共有

により、より良いサービス提供に努め

る 

・9 月、3 月に実施した 

・介護支援専門員、訪問介護員の立場から

積極的に意見交換を行った 

生活環境の充実 ・利用者の状況に合った生活空間の整

備 

・安全に配慮したサービスを目指す 

・利用者が快適に生活できるよう整備した 

・生活において危険個所の特定、身体状況

に配慮したサービスを行った 

創意工夫による業務の改

善 

・登録職員の提出書類（実施記録 集

計表）に提出期日を設け、請求業務の

効率化を図る 

・事務連絡をスマートフォンアプリで

確実、迅速に行う 

・提出期限内に書類が揃い、効率的に請求

業務を行った 

・全職員対象にグループ設定し、確実に事

務連絡を行った 

地域と利用者の交流促進 ・地域住民から相談があった時には、

介護支援専門員が地域包括支援セン

ターにつなげる相談窓口として情報

提供を行う 

・地域住民や利用者の家族から相談があり、

その都度説明を行い、必要時には地域包括

支援センターや行政等に連絡するなどの対

応をした 

識の徹底 ・虐待防止委員会の開催 

・虐待防止マニュアルの確認 

・6 月に実施した 

・6 月の職員会議、定例研修会で確認した 

苦情・相談への適切な対

応 

・意見箱の設置：苦情、要望、虐待に

ついて 

・苦情解決委員会の開催（必要時） 

・苦情等あればマニュアルに沿って対

応を行う 

・利用実績はなかった 

 

・10 月に実施した 

・苦情につながるものはなかった 

障害者差別解消法への対

応 

・内部研修の実施 

・リーフレットの掲示 

・11 月に実施した 

・継続的にリーフレットの掲示を行った 

利用者の財産の適正な管

理と権利の行使 

・管理方法の確認と適正な行使の徹底 

・財産管理が必要な場合は、後見人の

選定をする 

・該当利用者なし 

・相談支援事業にて後見人の選定につなげ

た 



セーフティネット機能の

推進 

・報酬単価の低い障害福祉、介護予防

も調整しながら受けていく 

・通常の実施地域以外の依頼も受けて

いく 

・事業廃止の為、受諾なし 

 

・事業廃止の為、受諾なし 

 

地域生活支援 ・自立した日常生活、社会生活が営め

るように、地域の特性や利用者の生活

状況に応じて人格と個性を尊重した

援助に努める 

・自治会長、民生委員等との情報共有、近隣

住民との交流を行い、安心して在宅生活が

営めるよう努めた 

個人情報保護の徹底 ・個人情報の管理の徹底を職員会議・

定例研修会にて周知 

・職員会議・定例研修会にて周知を図った 

③ 施設機能の地域提供 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

社会資源としての地域提

供 

・一般市民への介護保険、障害福祉等

の情報提供や相談を行う 

・制度、サービス、施設入所等の問い合わせ

があり、情報提供を行った 

ライフステージに対応し

たサービス調整 

・介護・相談支援-障害福祉（児）から

介護保険対象者まで 

・訪問介護-障害福祉（児）から介護保

険対象者まで 

・介護・相談支援-若年から高齢者まで幅広

いケアマネジメントを行った 

・訪問介護-幅広い年齢に対しサービスを提

供した 

多様な福祉サービス事業

の提供 

・介護・相談支援-障害児相談から介護

保険対象者まで 

・訪問介護-障害児から介護保険対象

者まで、同行援護、移動支援対応、制

度外は個人契約対応 

・介護・相談支援-若年から高齢者まで包括

的なケアマネジメントを行った 

・訪問介護-必要に応じたサービスを幅広い

年齢に対し提供し、日常生活の安定と余暇

生活の充実に努めた 

④ 地域とのコミュニケーション 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

地域への情報発信と協力 ・圏域別地域ケア会議への出席 

・センターだよりの配布：毎月 15 日 

・開催時に１名出席した 

・毎月 15 日に配布した 

参画・政策提言 ・サービス調整会議への隔月出席 ・開催時には 1 名出席した 

地域貢献活動の推進  ・地域の自治会活動の参加 ・自治会総会、不燃ごみ当番に参加した 

⑤ 人材の確保・人材の育成 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

人材育成のための関係機

関との連携 

・専門学校からの実習受け入れ ・事業廃止の為、受け入れなし 

 

職員の育成 ・介護支援専門員協会研修 

・山口県訪問介護事業所連絡協議会研

修 

・リモート開催時 3 名出席した 

・リモート開催時代表者 1 名出席した 



教育研修の充実 ・介護支援専門員協会での情報収集及

び主任介護支援専門員更新時必要な

研修（4 回以上/年） 

・山口県訪問介護事業所連絡協議会で

の情報収集 

・介護支援専門員協会から発信された情報

提供を常勤職員が共有した 

 

・山口県訪問介護事業所連絡協議会から発

信された情報を訪問介護員全職員（登録含

む）が共有した 

⑥ 魅力ある職場づくり 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

ワークライフバランスへ

の配慮 

・年次有給休暇 5 日以上取得 

・夏季休暇 100％取得 

・常勤全職員取得した 

・常勤全職員取得した 

自己啓発の促進 ・資格取得の推奨と支援 ・事業廃止に伴い参加者なし 

風通しのよい職場づくり ・職員間でのコミュニケーションを積

極的に行う 

・事業所内、スマートフォンアプリ内で積

極的に情報共有、コミュニケーションを行

った 

職員体制・連携強化への

取り組み 

・職員会議（1 回/月） 

・サービス提供責任者調整会議（1 回

/月） 

・毎月職員会議を行った（～12 月まで） 

・毎月開催した（～8 月まで） 

⑦ 経営基盤の安定・強化 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

経営改善のための取り組

み 

・効率的な業務内容及び時間調整を行

う 

 

・パソコン及び周辺機器の適正化、コ

スト削減 

・購入物品の精査、再利用による経費

削減 

・事業廃止に伴い、介護支援専門員や家族

と連携を図り、利用者の状況に合わせた引

き継ぎを行った 

・消耗品の管理強化を行った 

 

・事業廃止に伴い、必要な数量のみの購入

を心掛けた 

経営意識の醸成 ・介護給付費明細書の常勤職員への回

覧 

・毎月明細書を回覧し、各事業の報酬額等

を共有した 

予実管理の徹底  ・収支状況の周知を行う ・毎月の利用者数、報酬額の回覧で収支状

況を共有した（～11 月まで） 

⑧ コンプライアンスの徹底 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

コンプライアンスの推進 ・組織図、業務分担表を提示し、指揮

系統を周知する 

・常勤職員に回覧後、事務所内に掲示し周

知を図った 

労務管理の徹底 ・終業時間の順守 

 

・必要な時間外勤務（訪問、担当者会議等）

を除き、定時に帰宅した 



・柔軟な休憩時間の取得 訪問時間等により取得困難な場合は複数回

に分けて取得した 

⑨ 防災・防犯対策の強化 

項  目 令和７年度計画 令和７年度取組状況報告(内容・評価) 

定期の防災訓練、防犯訓

練実施 

・防災時等を想定した手順、緊急連絡

方法の確認 

・職員会議にて手順、緊急連絡方法を確認

した 

災害協力・安全協力体制

の推進と整備 

・自治会へ訓練等の要請 ・自治会での訓練等の実施はなかった 

４ 利用状況 ※月単位及び年度で集計 

 

訪問介護事業 

種 別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合 計 

訪問介護 35 32 29 27 17 4 1 0 0 0 0 0 145 

訪問型サービス 30 26 24 17 11 2 0 0 0 0 0 0 110 

居宅介護 8 9 6 8 3 0 0 0 0 0 0 0 34 

同行援護 11 13 9 8 2 1 0 0 0 0 0 0 44 

個人契約 8 9 7 6 2 2 0 0 0 0 0 0 34 

計 92 89 75 66 35 9 1 0 0 0 0 0 367 

居宅介護支援事業 

種 別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合 計 

居宅介護支援 100 99 97 97 87 73 22 14 0 0 0 0 589 

介護予防支援 49 46 49 48 49 32 6 1 0 0 0 0 280 

計 149 145 146 145 136 105 28 15 0 0 0 0 869 

障害者・障害児相談支援事業 

種 別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合 計 

相談支援 9 14 14 11 10 16 9 11 13 12 14 15 148 

児童相談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ケース数 62 62 60 59 58 58 58 58 59 58 58 58 709 



 

５ 主な事業の利用率 

事 業 名 定員(人) 利用延べ人数(人) 利用率(％) 備   考 

介護・訪問介護 ― 145 ― 前年度比： 36％ 

介護・訪問型サービス ― 110 ― 前年度比： 28％ 

居宅介護・同行援護 ― 78 ― 前年度比： 31％ 

居宅介護支援・介護 ― 589 ― 前年度比： 47％ 

居宅介護支援・予防 ― 280 ― 前年度比： 42％ 

特定相談支援 

障害児相談支援 
― 148 ― 前年度比： 106％ 

６ 実施行事及び参加行事     

実施月 実施・参加行事 参加人数(人) 備   考 

9 月 まりふ福祉まつり 3 人  

 

 


